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青空に桜が映える！
　寒い冬から暖かい春がきて、桜も満開になりました。

桜を一目見ようと多くの方が西行戻しの松公園に訪れ

ていました。

松島町平成３０年施政方針と一般会計予算の概要・・・・・４～９
復興安全祈願祭について・・・・・・・・・・・・・・・・・２４
平成３０年度より国民健康保険税率等が変わります・・・・・２７

月5
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トップ
ニュース

町
内
で
入
園
式
・
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

４
月
１０
日
、
町
内
３
つ
の
幼
稚

園
と
高
城
保
育
所
分
園
で
は
、
入

園
式
が
、
町
内
３
つ
の
小
学
校
と

中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

入
園
式
に
参
加
し
た
園
児
た
ち

は
、
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
て
、

元
気
よ
く
返
事
を
し
た
り
、
手
を

挙
げ
た
り
、
保
護
者
に
見
守
ら
れ

緊
張
し
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
式
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

体
よ
り
も
大
き
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
っ
た
１
年
生
が
入
学
し
た

小
学
校
で
は
、
新
入
生
は
、
担
任

▲記念品を受け取る児童（第一小学校）

▲少し緊張した面持ちの児童たち（第五小学校）

▲先生と一緒に歌を歌いました（第五幼稚園）

▲これからも交通安全活動を継続します

▲はい、チーズ！（第二幼稚園）

▲明日から元気に通います（第一幼稚園）
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▲明日から勉強がんばります（第二小学校）

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

　
　

１
，７
３
０
日
間
達
成　

　

本
町
で
は
、
３
月
４
日
午
前
０
時
で

「
交
通 

死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
，７
３
０
日
間

（
２
年
１
，０
０
０
日
間
）」
を
達
成
し

た
こ
と
か
ら
、
４
月
１２
日
に 

宮
城
県

知
事
か
ら
の
「
褒
状
」 

伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

の
先
生
の
掛
け
声
で
元
気
よ
く
立

ち
上
が
っ
て
返
事
を
し
、
校
長
先

生
の
話
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
制
服
姿
で
中
学
校
に

入
学
し
た
新
入
生
は
、
吹
奏
楽
部

の
演
奏
の
も
と
、
校
旗
を
先
頭
に

入
場
し
ま
し
た
。
新
入
生
は
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
、
入
学
式
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
小
野
寺
雅
美
塩
釜
警

察
署
長
を
は
じ
め
と
し
た
警
察
関
係
者

や
町
内
の
交
通
安
全
関
係
団
体
の
代
表

者
が
立
ち
会
い
の
も
と
、
宮
城
県
総
合

交
通
対
策
課
佐
藤
副
参
事
か
ら
櫻
井
町

長
へ
褒
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
副
参
事
は
「
多
く
の
観
光
客
の

方
が
訪
れ
る
地
で
あ
り
な
が
ら
、
死
亡

事
故
が
発
生
し
な
い
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
記
録
で
す
。
今
後
も
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
願

い
ま
す
」
と
述
べ
、
櫻
井
町
長
は
「
交

通
安
全
関
係
団
体
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
努
力
の
賜
で
す
。
今
後
も
記

録
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
死
亡
事
故
は
平
成
２５
年
に
国

道
４５
号
で
の
事
故
を
最
後
に
死
亡
事
故

は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
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春
の
交
通
安
全
町
民

総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

　
　

４
月
６
日
か
ら
４
月
１５
日
ま

で
の
１０
日
間
全
国
一
斉
に
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
、

松
島
町
で
も
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
、
春
の
交
通
安
全

町
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

運
動
初
日
に
は
町
内
の
関
係
団

体
お
よ
び
警
察
が
一
堂
に
集
い
、

出
発
式
が
開
催
さ
れ
、
運
動
の
目

的
お
よ
び
各
団
体
の
活
動
目
標
な

ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中

に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
指
導
員

が
、
朝
夕
に
横
断
歩
道
で
の
街
頭

指
導
の
ほ
か
各
小
学
校
交
通
安
全

教
室
に
お
い
て
、
交
通
安
全
指
導

を
実
施
し
、
交
通
安
全
母
の
会
は

高
齢
者
へ
向
け
た
事
故
防
止
啓
発

グ
ッ
ズ
な
ど
の
配
布
、
広
報
活
動

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
松
島
支

部
は
歩
道
橋
へ
の
横
断
幕
の
設
置

や
松
島
駅
前
で
の
チ
ラ
シ
配
布
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
交

通
安
全
母
の
会
と
交
通
安
全
協
会

松
島
支
部
が
合
同
で
、
町
内
飲
食

店
・
ホ
テ
ル
へ
飲
酒
運
転
根
絶
に

5 月号

▲返還された優勝杯

▲交通安全母の会によるゲートボール場での啓発活動

▲交通安全教室の様子

▲交通安全協会により設置された横断幕

関
す
る
チ
ラ
シ
と
啓
発
文
の
配
布

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

松
島
町
で
は
、
各
種
団
体
の
活

動
も
あ
り
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
、

本
年
３
月
４
日
に
１
，７
３
０
日
を

達
成
し
、
宮
城
県
知
事
か
ら
褒
状

を
頂
載
し
ま
し
た
。
今
後
も
交
通

事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▲慎重に狙います▲ハツラツとした選手宣誓

第
３２
回
松
島
町
協
会
長
杯

　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

４
月
１６
日
、
今
年
で
第
３２
回

を
迎
え
る
松
島
町
協
会
長
杯
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
春
の
暖
か
い
日

和
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓

の
挨
拶
、
優
勝
杯
の
返
還
、
選
手

宣
誓
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
競
技
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
選
手

の
皆
さ
ん
は
、
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
入
念
に
準
備
運
動
を
行
っ
た

あ
と
、
チ
ー
ム
で
勝
利
を
目
指
し

て
、
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
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「集い、学び、働き、
　　　笑顔あふれる美しいまち　松島」
　３月に開催された松島町定例議会で、一般会計予算案他８つの各種特別会
計予算案が承認されました。本年度の施政方針と予算の概要について紹介し
ます。

松
島
町
平
成
三
十
年
度
施
政
方
針
と

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
予
算
の
概
要

【
土
地
利
用
】

　
長
期
総
合
計
画
や
国
土
利
用
計
画
で

位
置
づ
け
て
い
る
、
三
陸
縦
貫
自
動
車

道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け

る
産
業
系
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
東

北
放
射
光
施
設
に
関
連
し
た
企
業
な
ど

の
誘
致
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
お

よ
び
推
進
に
つ
い
て
、
現
在
、
次
期
プ

ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
宮
城

県
で
策
定
す
る
「
整
備
、
開
発
お
よ
び

保
全
の
方
針
」
と
調
整
を
図
り
、
土
地

利
用
、
都
市
施
設
な
ど
に
関
す
る
全
体

構
想
・
地
域
別
構
想
の
作
成
や
都
市
計

画
道
路
の
見
直
し
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

お
お
む
ね
２０
年
後
を
見
据
え
た
都
市
計

画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
策
定
し

ま
す
。

【
河
川
・
港
湾
】

　
宮
城
県
で
引
き
続
き
進
め
る
、
高
城

川
の
災
害
復
旧
お
よ
び
河
川
改
修
や
松

島
港
災
害
復
旧
の
早
期
完
成
に
向
け
調

整
を
す
す
め
ま
す
。

【
公
園
・
緑
地
】

　
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
た

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
重
視
し
て
、
町
民

の
方
々
や
関
係
機
関
と
遊
歩
道
の
一
部

修
繕
や
広
場
の
草
刈
り
、
植
栽
の
手
入

れ
を
行
い
、
施
設
の
維
持
管
理
や
景
観

保
持
に
努
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民

の
方
々
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
に
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

【
住
宅
】

　
耐
震
対
策
事
業
と
し
て
、
旧
耐
震
基

準
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
の
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
へ
の
助
成
事
業
を
拡
大
し
て

実
施
し
ま
す
。

【
上
水
道
】

　
二
子
屋
浄
水
場
施
設
建
設
工
事
お
よ

び
復
興
事
業
な
ど
に
伴
う
配
水
管
の
移

設
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
水
道
水
の
水
質
検
査
や
放
射
性
物

質
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
・
安
心
な
水

の
供
給
に
努
め
ま
す
。

【
下
水
道
】

　
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

老
朽
し
た
施
設
機
器
を
更
新
す
る
と
と

も
に
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
適
切
な
管
理

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
排
水
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
、
内
水
排
除
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
震
災
に
よ
り
地
盤
沈

下
が
生
じ
て
い
る
「
小
梨
屋
」、「
高
城

浜
・
西
柳
」、「
磯
崎
第
二
・
長
田
」
の

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
新
設
・
増
強
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
各
排
水
区
の
雨
水
管

渠
の
整
備
も
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各

排
水
ポ
ン
プ
施
設
な
ど
の
保
守
保
全
を

実
施
し
て
、
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
促
進
に
つ

い
て
、
公
共
下
水
道
区
域
内
に
お
い
て
、

河
川
法
な
ど
に
よ
り
汚
水
管
渠
が
整
備

で
き
ず
、
下
水
道
に
接
続
で
き
な
い
町

民
へ
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
を
交
付
し
て
、
生
活
環
境
の
改

善
に
努
め
ま
す
。

【
道
路
】

　
初
原
バ
イ
パ
ス
の
国
道
４５
号
根
廻
交

差
点
ま
で
の
延
伸
実
現
と
初
原
・
桜
渡

戸
地
区
で
の
整
備
を
宮
城
県
へ
継
続
し

て
要
望
す
る
と
と
も
に
、
松
島
橋
の
早

期
復
旧
に
向
け
調
整
を
進
め
ま
す
。

　
町
道
の
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
、
震

災
で
被
災
し
た
松
島
大
橋
の
早
期
復
旧

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
松
島
地
区
、

高
城
・
磯
崎
地
区
、
手
樽
地
区
に
お
け

る
避
難
道
路
整
備
の
早
期
完
成
に
向
け

調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
道
４５
号

松
島
海
岸
地
区
の
歩
道
整
備
が
に
つ
い

て
も
調
整
を
進
め
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

　
町
営
バ
ス
運
営
の
充
実
に
つ
い
て
、

路
線
型
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
係
る

実
証
実
験
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
要
望
に
対
応
し
た
新
た
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
図
り
、
町
民

の
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

　
広
域
観
光
の
拠
点
駅
で
あ
る
松
島
海

岸
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
に
つ

い
て
、「
松
島
周
辺
の
観
光
拠
点
整
備

推
進
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
」
に
基

づ
き
、
全
面
的
な
改
築
を
進
め
、
平
成

３２
年
度
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
情
報
通
信
】

　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
町
民

の
方
々
の
要
望
に
合
っ
た
情
報
を
適
時

発
信
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
の
緊

急
時
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
町
民
の

方
々
の
生
活
を
守
る
た
め
の
情
報
提
供

に
一
層
努
め
ま
す
。

●主な事業

避難道路整備事業　　　　９０７,８２９千円

根廻磯崎線道路整備事業　８７１,９１８千円

松島大橋災害復旧事業　　３５４,３５４千円

漁港施設機能強化事業　　　２７,２５０千円
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●主な事業

防災行政無線戸別受信機整備事業　　　８,５８６千円

地域防災計画見直し事業　　　　　　　４,５００千円

消防団第５分団消防車庫建設工事　　１６,６６５千円

【
環
境
衛
生
】

　

家
庭
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
に
、

事
業
系
ご
み
の
分
別
に
対
す
る
啓
発
を

強
化
し
、
町
全
体
で
再
資
源
化
に
よ
る

循
環
型
社
会
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

春
と
秋
に
各
行
政
区
な
ど
の
協
力
で
実

施
し
て
い
る
町
内
一
斉
清
掃
活
動
を
行

い
、
町
民
の
清
掃
意
識
を
高
め
、「
公

衆
衛
生
組
合
連
合
会
」
お
よ
び
「
環
境

美
化
推
進
委
員
」
と
緊
密
に
連
携
す
る

と
と
も
に
、
更
な
る
不
法
投
棄
防
止
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

【
公
害
】

　

自
動
車
交
通
騒
音
な
ど
を
監
視
す
る

た
め
、
環
境
基
準
達
成
に
向
け
て
の
定

期
的
な
自
動
車
交
通
騒
音
測
定
お
よ
び

環
境
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

騒
音
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

【
交
通
安
全
】

　

町
民
お
よ
び
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
、
平
成
２９
年
７
月
１６
日
に
達
成
し
た

「
交
通
死
亡
事
故
１
５
０
０
日
」
の
記

録
更
新
で
き
る
よ
う
、
交
通
安
全
指
導

隊
員
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安

全
思
想
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
交
通
安
全
啓
発
活
動
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

な
ど
の
道
路
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

進
め
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
す
。

【
消
防
・
防
災
】

　

近
年
、
多
発
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

総
合
的
な
防
災
対
策
の
推
進
、
消
防
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き

続
き
職
員
を
防
災
士
と
し
て
養
成
し
、

自
主
防
災
組
織
の
運
営
や
訓
練
に
対
す

る
指
導
・
支
援
を
強
化
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
消
防
団
の
装
備
基
準
に
基
づ
き
装

備
品
を
整
備
し
、
消
防
団
員
の
安
全
を

確
保
し
な
が
ら
、
迅
速
な
消
防
活
動
が

で
き
る
よ
う
消
防
力
の
充
実
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
災
害
対

策
基
本
法
や
災
害
関
連
計
画
の
改
正
な

ど
に
よ
り
、
地
域
防
災
計
画
の
大
幅
な

見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
３１
年
度
ま
で
の
２
か
年
で
地
域
防

災
計
画
の
改
定
を
進
め
、
防
災
体
制
の

充
実
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

復
興
交
付
金
で
整
備
し
た
避
難
施
設

な
ど
に
つ
い
て
、
施
設
の
有
効
利
用
や

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

備
蓄
倉
庫
へ
の
災
害
用
備
蓄
品
の
充
足

を
進
め
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
、
災
害
時

の
情
報
伝
達
力
を
高
め
る
た
め
、
戸
別

受
信
機
を
行
政
員
お
よ
び
難
聴
区
域
の

町
民
の
方
へ
計
画
的
に
配
備
し
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
拡
声
子
局
の
バ
ッ
テ
リ
ー

交
換
な
ど
、
設
備
の
適
切
な
管
理
を
徹

底
し
ま
す
。

【
防
犯
】

　

防
犯
対
策
と
し
て
、
各
地
域
の
防
犯

指
導
隊
へ
の
活
動
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
間
の
連
携
・
情
報
交
換
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
警
察
を
始
め
と

す
る
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
地
域

防
犯
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
整
備
に
つ
い
て
、
各
行
政

区
が
維
持
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
に
対

す
る
電
気
料
お
よ
び
新
設
・
修
繕
費
用

に
対
す
る
事
業
費
補
助
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
夜
間
の
防
犯
対
策
強
化
と
し

て
、
長
寿
命
で
経
済
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

へ
の
更
新
を
進
め
、
犯
罪
の
抑
止
・
防

止
に
努
め
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
】

　

健
康
増
進
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

保
健
・
医
療
・
介
護
等
と
の
連
携
に
よ

り
、
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
を
取

組
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
と
と

も
に
、
本
町
の
健
康
課
題
で
あ
る
糖
尿

病
対
策
に
重
点
を
置
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
運
動
教
室
の
実

施
や
検
診
未
受
診
者
な
ど
に
対
す
る
受

診
勧
奨
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
た
正
し
い
健
康
情
報
の
発
信

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
自
殺

総
合
対
策
大
綱
や
宮
城
県
自
殺
対
策
計

画
、
地
域
の
実
情
な
ど
を
踏
ま
え
「
松

島
町
自
殺
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
各
種
専
門
機
関
や
相
談
機

関
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
対
策
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
、
歯
科
保
健
対
策
と
し
て
、
歯
科
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費
用
に
係
る

一
部
助
成
を
行
い
、
二
市
三
町
連
携
に

よ
る
歯
科
保
健
に
関
す
る
啓
発
や
人
材

育
成
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

健
康
館
運
営
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

施
設
の
改
修
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
施
設
の
今
後

の
在
り
方
と
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
及
・
介
護
予
防
】

　

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
、
ひ
と

り
ぐ
ら
し
老
人
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業
や
宅
配
夕
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

を
継
続
し
、
地
域
の
方
や
関
係
機
関
と

連
携
を
強
化
し
、
高
齢
者
の
見
守
り
体

制
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
超
高
齢
社

会
に
対
応
し
た
敬
老
事
業
お
よ
び
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
長
期
的
な
管
理
運
営

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
児
童
福
祉
】

　

保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
既
存

保
育
所
の
集
約
と
新
た
な
保
育
所
１
か

所
の
新
築
に
再
編
成
す
る
方
向
性
で
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
度
は
、
高
城

保
育
所
の
改
築
を
先
行
す
る
た
め
の
具

体
的
な
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間

保
育
所
の
参
入
を
促
す
た
め
の
施
策
を

推
進
し
、
本
町
に
お
け
る
幼
児
保
育
の

新
た
な
将
来
像
の
具
現
化
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
立
地

や
設
備
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
子
ど

も
達
に
と
っ
て
よ
り
良
い
子
育
て
環
境

の
充
実
や
質
の
高
い
幼
児
教
育
の
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
育
士
派
遣
に

係
る
業
務
委
託
を
引
き
続
き
実
施
し
、

適
切
な
保
育
士
配
置
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
障
害
児
者
支
援
開
発
事

業
を
引
き
継
ぎ
、
継
続
的
な
子
ど
も
の

発
達
相
談
や
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め

ま
す
。
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【
障
が
い
福
祉
】

　

障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
の
推
進

に
つ
い
て
、
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
に

よ
り
、
障
が
い
特
性
に
応
じ
た
合
理
的

配
慮
に
対
す
る
理
解
や
提
供
義
務
の
周

知
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
に
努
め
、

障
が
い
者
・
障
が
い
児
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。

【
社
会
保
障
】

  

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
単
位
化
が
平
成
３０
年
度
か
ら

始
ま
る
こ
と
に
伴
い
、
宮
城
県
が
国
保

運
営
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

町
は
地
域
住
民
と
身
近
な
関
係
の
中
、

資
格
管
理
や
保
険
給
付
な
ど
、
地
域
で

の
き
め
細
か
い
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
健
康
を
保
持
・
増
進
さ
せ
る

た
め
、
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に

基
づ
き
、
重
症
化
の
予
防
や
効
率
的
な

保
健
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

【
介
護
保
険
】

　

介
護
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
、
高
齢

者
の
自
立
支
援
と
要
介
護
状
態
の
重
度

化
防
止
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
支
援

体
制
の
実
現
を
図
る
た
め
の
制
度
改
正

の
周
知
に
努
め
、
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
や
、
地
域
の
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
つ
つ
、
地

域
ケ
ア
会
議
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
き

め
細
か
な
相
談
や
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
師
や
福
祉
職
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
を
新
た
に
設
置
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
認
知
症
対
策
や
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
総

合
事
業
の
対
象
者
お
よ
び
要
支
援
認
定

者
に
対
し
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
お
よ
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

を
策
定
し
、
地
域
の
中
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
運
営
に
つ

い
て
、
発
足
か
ら
１０
年
が
経
過
し
、

医
療
制
度
と
し
て
定
着
し
、
高
齢
者
の

医
療
を
支
え
る
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
運
営
主
体
の
宮

城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
を
図
り
、
各
種
申
請
・
届
出
の
受
付
、

保
険
料
の
徴
収
な
ど
に
つ
い
て
適
正
に

対
応
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
、｢

誇
り
と
絆
を

育
み
し
な
や
か
に
生
き
る
松
島
人
」
を

目
標
と
し
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
今
後

小
中
学
校
で
教
科
化
と
な
る｢

特
別
の

教
科
道
徳｣

の
授
業
を
通
じ
て
、
心
豊

か
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
を
育
ん

で
い
け
る
よ
う
学
校
と
連
携
を
図
り
、

取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
２９
年
度
か
ら
取
組
を

開
始
し
た
仙
台
大
学
と
の
地
域
連
携
事

業
を
活
用
し
、
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の

更
な
る
体
力
、
運
動
能
力
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

学
び
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
、
児
童

生
徒
の
自
学
自
習
や
家
庭
学
習
の
習
慣

化
を
推
進
す
る
た
め
、
学
び
支
援
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
解
消
を
図
る
た

め
、｢

ま
つ
し
ま
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ

ウ
ス｣

事
業
を
更
に
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
も
連
携
し
、
課
題
、
問
題
を
抱

え
る
家
庭
や
児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
、

不
登
校
の
未
然
防
止
と
早
期
対
応
を
図

り
ま
す
。

　

外
国
語
指
導
助
手
の
派
遣
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
外
国
語
指
導
助
手
を
２
人
体

制
に
し
、
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

情
報
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、

小
中
学
校
の
普
通
教
室
や
特
別
教
室
に

お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
用
で

き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
学
び

の
土
台
、
基
礎
と
な
る
幼
児
期
に
お
け

る
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
幼

稚
園
教
論
の
研
修
機
会
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
学
校
、
保
育
所
、
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
、
松
島
ら
し
い
幼
児
教

育
を
推
進
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
で

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

食
育
指
導
の
充
実
お
よ
び
推
進
に
つ

い
て
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
安
全
・

安
心
な
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
豊

か
な
食
事
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
町

内
産
の
食
材
活
用
と
体
験
活
動
な
ど
を

重
視
し
、
生
産
者
か
ら
直
接
学
ぶ
機
会

を
設
け
、
食
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
の
滞
納
に
つ
い
て
、
法

令
に
則
り
、
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

給
食
だ
よ
り
や
学
校
だ
よ
り
、
ま
た

は
P
T
A
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
、

未
納
解
消
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
、
家
庭
・
地
域

・
学
校
に
よ
る
協
働
教
育
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
松
島
の
歴
史
・
文
化
・
風
土

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
各
種
教
室
や
講
座

な
ど
を
実
施
し
、
地
域
住
民
が
主
体
的

に
学
ぶ
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
々
の
参
画
を

得
な
が
ら
、
多
様
な
体
験
や
交
流
活
動

な
ど
を
実
施
し
、
児
童
の
安
心
・
安
全

な
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
や
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
を
通
し

て
、
青
少
年
の
体
験
活
動
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
、
文
化

観
光
交
流
館
を
芸
術
文
化
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
芸
術
鑑
賞
や
自
主
的
芸
術
活

動
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
の
図
書
室
に
つ
い
て
は
、

継
続
的
な
図
書
の
購
入
や
蔵
書
管
理
、

配
架
の
工
夫
を
行
い
、
図
書
室
機
能
を

向
上
さ
せ
ま
す
。

　

生
涯
学
習
関
連
施
設
の
管
理
お
よ
び

運
営
に
つ
い
て
、
公
民
館
事
業
と
し
て
、

幅
広
い
年
代
を
対
象
と
し
た
各
種
講
座

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
分
館
活

動
事
業
と
し
て
、
町
民
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
各
地
区
分
館
自

主
事
業
の
実
施
を
通
じ
、
住
民
相
互
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
振
興
】

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
、
町
民

ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
て
、
競
技
お
よ
び

交
流
人
口
の
拡
大
と
運
動
習
慣
の
定
着

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
の

管
理
お
よ
び
運
営
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
指
定
管
理
者
に
よ
る
各
種
事
業
を

●主な事業

宅配夕食サービス事業

　　　　　　　　　　　　　　８,４７８千円

介護予防・生活支援サービス事業

　　　　　　　　　　　　　３３,４４９千円

認知症総合支援事業

　　　　　　　　　　　　　　３,０６３千円
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【
国
際
観
光
】

　

国
際
観
光
に
つ
い
て
、
観
光
客
誘
致

の
強
化
と
し
て
、
平
成
２０
年
か
ら
大
修

理
を
行
っ
て
い
た
国
宝
瑞
巌
寺
の
全
山

公
開
に
伴
う
「
瑞
巌
寺
落
慶
記
念
行
事
」

に
よ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
町
全
体
で
お

も
て
な
し
で
き
る
よ
う
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
観
瀾
亭
松
島
博
物
館
な
ど
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
を
実
施

し
、
よ
り
魅
力
あ
る
施
設
に
す
る
た
め

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
田

国
際
空
港
と
仙
台
を
結
ぶ
夜
行
バ
ス
の

松
島
延
伸
な
ど
、
二
次
交
通
の
充
実
に

よ
る
松
島
へ
の
新
た
な
観
光
ア
ク
セ
ス

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
特
に
、
仙
台
空
港
の

民
営
化
に
伴
い
利
用
客
が
増
加
し
て
い

る
空
港
か
ら
の
直
通
バ
ス
「
仙
台
空
港
・

松
島
・
平
泉
線
」
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し
、
新
た
な
客
層

の
掘
り
起
こ
し
が
期
待
さ
れ
る
関
西
圏

な
ど
国
内
地
域
か
ら
の
誘
客
を
進
め
ま

す
。

　

景
観
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
、
事
業

を
実
施
す
る
方
々
と
の
事
前
協
議
や
届

出
制
度
を
通
じ
て
景
観
形
成
に
関
す
る

協
議
を
行
い
、
良
好
な
景
観
の
形
成
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町
の
景
観
を
継

承
し
て
、
魅
力
を
更
に
高
め
て
い
く
た

め
、
景
観
重
点
地
区
を
中
心
に
景
観
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
、
景
観
整
備
事

業
補
助
金
制
度
を
通
じ
、
地
域
の
良
好

な
景
観
形
成
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を

図
り
ま
す
。

　

世
界
を
魅
了
し
東
北
を
先
導
す
る
国

際
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
、
今
年
度
で

加
盟
５
周
年
を
迎
え
る
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
事
業
」
に
お
い
て
、

４
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
総
会

に
出
席
し
て
、
各
国
の
加
盟
湾
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
東
北
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
に
繋
が
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
本
事
業
の
活
動
方
針
と
な
る

環
境
保
全
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
や
観

光
客
を
対
象
と
し
た
参
加
型
の
松
島
湾

清
掃
事
業
に
よ
る
清
掃
作
業
や
観
光
案

内
を
実
施
し
、
松
島
湾
の
環
境
保
全
に

努
め
る
と
と
も
に
、
加
盟
に
つ
い
て
啓

発
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
平
成
３０
年
度
に
国
内
の

加
盟
湾
が
５
湾
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国

内
で
の
連
携
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
ま

た
、
平
成
２９
年
度
に
仙
台
市
・
名
取
市

・
岩
沼
市
・
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
東

松
島
市
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
お
よ
び

本
町
の
六
市
三
町
を
「
仙
台
・
松
島
復

興
観
光
拠
点
都
市
圏
」
と
し
、
宮
城
県

と
と
も
に
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り

役
と
な
る
「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
設

立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
は
、
当
該
圏
域
が
一
体
と

な
り
、
訪
日
観
光
客
の
受
入
れ
に
向
け

た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
連
携
を
図

り
ま
す
。

　

国
内
外
の
交
流
を
通
じ
た
松
島
の
魅

力
発
見
に
つ
い
て
、
増
加
す
る
外
国
人

引
き
続
き
推
進
し
、
施
設
の
有
効
利
用

と
良
好
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

【
文
化
財
保
護
】

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
、
関
連
す
る

文
化
財
を
グ
ル
ー
プ
で
捉
え
、
保
存
と

活
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
事
業
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
、
老
朽
化

し
た
文
化
財
看
板
を
計
画
的
に
再
整
備

す
る
こ
と
で
、
指
定
文
化
財
や
埋
蔵
文

化
財
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
特
別
名
勝
松
島
保
護
地
区
の
現
状

変
更
や
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
影
響
の

あ
る
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
助
言
や
諸

手
続
き
に
つ
い
て
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
、

七
ヶ
浜
町
、
利
府
町
と
共
同
で
行
っ
て

い
る
「
松
島
湾
三
町
文
化
財
展
」
を
始

め
と
す
る
展
示
も
継
続
し
ま
す
。

観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
、
本
町
に
お

い
て
も
引
き
続
き
国
際
交
流
員
を
雇
用

し
、
英
語
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
の

実
施
な
ど
の
受
入
態
勢
整
備
を
進
め
、

外
国
人
目
線
で
松
島
や
東
北
の
魅
力
を

発
信
し
、
効
果
的
に
海
外
に
向
け
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　

松
島
を
支
え
る
人
・
組
織
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て
、
町
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
と
し
た
「
松
島
こ
ど
も
英
語
ガ

イ
ド
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、
子

ど
も
達
が
松
島
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、

英
語
で
観
光
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
、

町
内
の
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

【
交
流
事
業
】

　

交
流
事
業
に
つ
い
て
、
東
北
観
光
推

進
機
構
や
宮
城
県
、
松
島
湾
ダ
ー
ラ
ン

ド
構
成
自
治
体
な
ど
と
と
も
に
、
観
光

振
興
施
策
や
、
教
育
旅
行
の
招
致
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
本
三
景
観
光
連
絡
協
議
会
」

を
始
め
県
外
の
友
好
都
市
と
交
流
事
業

を
実
施
し
な
が
ら
、
広
域
で
の
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
せ
ん
だ
い
・
宮
城
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
」
に
お
い
て
、

映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
支
援
を
行

い
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
客
に
繋

が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
文
化
遺
産
】

　

文
化
遺
産
に
つ
い
て
、「
政
宗
が
育

ん
だ
　
伊
達
　
な
文
化
」
の
構
成
自
治

体
で
あ
る
、
宮
城
県
と
仙
台
市
・
多
賀

城
市
・
塩
竈
市
お
よ
び
本
町
の
三
市
一

町
が
連
携
し
な
が
ら
魅
力
発
信
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

●主な事業

外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　７,５６０千円

子どもの心のケアハウス運営支援事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　３,５８９千円

放課後子ども教室事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　１,４４１千円

●主な事業

瑞巌寺落慶記念事業

　　　　　　　　　　　　　　　　１,２５０千円

国内向け発地型観光パンフレット制作事業

　　　　　　　　　　　　　　　　１,５００千円

観瀾亭松島博物館改修工事

　　　　　　　　　　　　　　　１８,７００千円
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【
起
業
・
創
業
】　

　

起
業
家
・
創
業
者
の
活
動
支
援
と
し
て
、

店
舗
な
ど
の
改
修
費
な
ど
の
準
備
資
金
を

引
き
続
き
補
助
し
ま
す
。

【
観
光
業
】

　

観
光
業
に
つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人
松

島
観
光
協
会
を
始
め
と
し
た
各
種
団
体
と

連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
観
瀾
亭
に
お
い
て
松
島
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
の
開
催
期
間
に
合
わ
せ
た
夜

間
営
業
や
、
中
秋
の
名
月
を
楽
し
む
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
滞
在
型
観
光
に
結
び
つ

け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
農
林
業
】

　

農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
、
県

営
農
山
漁
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事

業
に
よ
る
手
樽
・
磯
崎
地
区
の
ほ
場
整
備

工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
、
農
地
の
利
用
集

積
と
経
営
体
の
育
成
お
よ
び
支
援
、
効
率

的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
県
営
土
地
改
良
事
業
に

よ
る
幹
線
用
水
路
整
備
を
行
い
、
用
水
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
銭
神
第
一
排
水

機
場
の
改
修
、
不
来
内
排
水
機
場
お
よ
び

志
田
谷
地
排
水
機
場
の
機
器
更
新
を
図
り

ま
す
。

　

産
地
づ
く
り
対
策
・
経
営
基
盤
強
化
の

支
援
に
つ
い
て
、
新
た
に
、
宮
城
県
農
業

再
生
協
議
会
か
ら
市
町
村
協
議
会
へ
「
生

産
の
目
安
」
が
発
表
さ
れ
、
平
成
３０
年
度

産
の
米
か
ら
需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の

生
産
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
農
業

相
談
員
の
設
置
に
よ
り
、
農
業
関
係
者
や

新
た
に
参
入
す
る
農
業
者
な
ど
の
相
談
や

営
農
指
導
を
関
係
機
関
と
協
力
し
て
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
基
盤
強
化
支
援
と
し
て
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
や
農
地

中
間
管
理
事
業
の
受
け
手
へ
の
農
地
集
積

を
推
進
し
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
、
町
内
に

お
け
る
地
場
産
品
直
売
市
や
産
業
ま
つ
り

な
ど
を
開
催
し
、
生
産
者
と
消
費
者
な
ど

が
直
接
触
れ
合
え
る
取
組
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、
町
内

の
生
産
者
と
加
工
流
通
者
と
の
取
次
ぎ
や
、

農
業
生
産
者
が
加
工
・
流
通
・
販
売
に
取

り
組
め
る
よ
う
、
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

【
水
産
業
】

　

漁
港
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
、
震
災
で

地
盤
沈
下
し
た
名
籠
漁
港
お
よ
び
銭
神
漁

港
の
用
地
嵩
上
げ
を
行
い
、
漁
港
施
設
の

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
浅
海
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
、

松
島
町
の
生
食
用
カ
キ
を
安
定
的
に
出
荷

す
る
た
め
に
、
衛
生
体
制
や
検
査
体
制
の

維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
カ
キ
の
Ｐ
Ｒ

事
業
に
対
し
て
も
合
わ
せ
て
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ア
サ
リ
に
つ
い
て
も
、
稚
貝

散
布
お
よ
び
サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ
タ
貝
の

駆
除
作
業
に
対
し
て
、
引
き
続
き
支
援
し

ま
す
。

【
商
工
業
】

　

商
店
街
活
性
化
の
支
援
と
し
て
、
本
町

の
魅
力
あ
る
地
域
資
源
で
あ
る
景
観
や
歴

史
、
松
島
産
米
、
カ
キ
な
ど
を
生
か
し
た

商
工
業
の
振
興
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
活
力
な
ど
の
中
小
企
業
へ
の
支
援

や
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
商
工
業
の

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
の
推
進
に
つ
い
て
、

財
団
法
人
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
が
東
北
放
射
光
施
設
の
建
設
候
補
地

を
東
北
大
学
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
と
決

定
し
て
以
降
、
同
施
設
に
関
連
し
た
企
業

や
研
究
機
関
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
放
射
光
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

今
年
に
入
り
、
国
が
次
世
代
型
放
射
光
施

設
を
官
民
共
同
で
整
備
す
る
こ
と
を
表
明

す
る
な
ど
、
建
設
実
現
に
向
け
た
動
き
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
も
同
財
団
や
東
北
大

学
、
東
北
経
済
連
合
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
放
射
光
施
設
に
関
連

し
た
企
業
や
研
究
機
関
の
誘
致
活
動
を
進

め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
に

つ
い
て
、
消
費
生
活
相
談
員
に
お
け
る

専
門
知
識
お
よ
び
相
談
技
法
の
習
得
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
、
関
係
機
関
と
の
連

携
も
強
化
し
ま
す
。

【
定
住
促
進
】

　

定
住
促
進
の
支
援
に
つ
い
て
、
復
興
支

援
定
住
促
進
事
業
補
助
金
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
松
島
町

へ
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
に
向
け
た
取
組
の
推

進
に
つ
い
て
、
県
な
ど
が
開
催
す
る
定
住

希
望
者
向
け
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
移
住

相
談
や
情
報
交
換
を
行
う
ほ
か
、
県
の
移

住
相
談
窓
口
と
連
携
し
な
が
ら
、
定
住
希

望
者
へ
向
け
て
本
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
定
住
促
進
に
関
す
る
情
報
提

供
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
お
よ
び
空
き
地

な
ど
に
つ
い
て
、
所
有
者
や
不
動
産
事
業

者
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
情
報
を

掲
載
し
、
移
住
定
住
者
の
増
加
に
努
め
ま

す
。

【
行
財
政
】

　

行
財
政
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
台
帳
を

活
用
し
、
地
方
公
会
計
に
よ
る
財
政
状
況

の
公
表
を
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な

財
政
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
施
策
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
適
正
な
運
営
を
図
り
、
寄
附
者
の

意
向
に
あ
っ
た
寄
附
金
の
有
効
活
用
に
努

め
ま
す
。

　

検
証
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
行

政
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
事
務
事
業
の
評

価
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
か
つ

効
果
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
、
納

付
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
郵
便
局
窓
口
に
お

け
る
納
付
機
会
の
拡
充
を
継
続
し
て
、
引

き
続
き
取
扱
種
目
の
拡
大
や
更
な
る
利
便

性
の
向
上
に
向
け
た
調
査
・
検
討
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

新
た
な
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
公
会
計

シ
ス
テ
ム
の
適
正
か
つ
円
滑
な
本
格
稼
働

を
図
る
と
と
も
に
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

行
政
事
務
の
効
率
化
や
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

【
広
域
行
政
】

　

広
域
行
政
に
つ
い
て
、
仙
台
都
市
圏
広

域
行
政
推
進
協
議
会
や
宮
城
黒
川
地
方
町

村
会
な
ど
を
通
じ
て
、
広
域
観
光
の
充
実

や
道
路
整
備
、
復
興
事
業
に
係
る
財
政
支

援
、
国
や
県
に
対
す
る
要
望
活
動
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

平成 30 年度当初予算内訳 
■ 一般会計　　　　　　　　9,432,000千円

■ 国民健康保険特別会計　　1,811,007千円

■ 後期高齢者医療特別会計　　207,002千円

■ 介護保険特別会計　　　　1,730,456千円

■ 介護サービス事業特別会計　　 9,647千円

■ 観瀾亭等特別会計　　　　　106,071千円

■ 松島区外区有財産特別会計　　 2,069千円

■ 下水道事業特別会計　　　2,683,974千円

■ 水道事業会計　　　　　　1,099,252千円

■ 合計　　　　　　　　　 17,081,478千円
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松島町一般会計総額 94億3200万円 

※構成比の数値は、四捨五入しているため、計の数値と合わない場合があります。 

歳  出 歳  入 （単位：千円） （単位：千円） 

依存財源
 国や県の意思により定められた額を交付
されたり、割り当てられたりする収入をい
います。
　地方交付税、国・県支出金などがこれに
あたります。

自主財源
 歳入のうち、自主的に収入できるものを
いいます。
　町税、分担金および負担金、使用料およ
び手数料などがこれにあたります。

義務的経費
 人件費や扶助費などの支出が
義務づけられ、任意に削減でき
ない経費をいいます。

一般行政経費 投資的経費
 支出の効果が資本形成に向けられ、施設
などがストックとして将来に残るものに支
出される経費をいいます。

 義務的経費や投資的経費など
を除いた経常的に支出される経
費をいいます。

補助費等
836,270（8.9%） 

繰出金 
2,389,430（25.3%） 

物件費
1,232,736（13.1%） 

町債 275,400（2.9%） 

その他（自主財源） 
2,616,607（27.7%） 

分担金及び負担金、 
使用料・手数料・ 
諸収入 335,107 

（3.6%） 

その他 
196,862（2.1%） 

普通建設事業費
2,119,247（22.5%） 

扶助費
531,600（5.6%） 

人件費

公債費
544,653（5.8%） 

その他（依存財源） 
 366,444（3.9%） 

目的別経費 
災害復旧費 

243,004（4.4%） 

教育費
573,762（6.1%） 

土木費 
3,930,820（41.7%） 

総務費
880,179（9.3%） 

民生費
1,635,612（17.3%） 

公債費

衛生費 
467,489（5.0%） 

その他 
10,000（0.1%） 

労働費 
50,098（0.5%） 
議会費 
117,321（1.2%） 
消防費 
197,558（3.2%） 

商工費 
190,695（2.0%） 

農林水産業費
315,441（3.3%） 

一
般
行
政
経
費

災害復旧事業費 
358,254（3.8%） 

544,653（5.8％） 

1,222,948（13.0%） 24.4 
%

義
務
的
経
費

26.3 
%

投
資
的
経
費

49.3
%

48.4 
%

町税
1,617,412（17.1%） 

自
主
財
源

51.6 
%

地方交付税
2,955,150（31.3%） 

国県支出金
1,265,880（13.4%） 

依
存
財
源
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よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

【
総
務
課
】

▼
課
長
　
千
葉
繁
雄
（
財
務
課
長
兼

企
画
調
整
課
都
市
対
策
監
）▼
危
機

管
理
監
　
蜂
谷
文
也
（
総
務
課
環
境

防
災
班
長
）▼
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長
兼
総
務
課
参
事
　
伊
藤
政
宏

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）▼
主

査
（
社
会
福
祉
士
）
　
相
澤
貴
子

（
健
康
長
寿
課
社
会
福
祉
士
）

▼
保
育
士
　
沢
田
絵
理
（
町
民
福
祉

課
保
育
士
）▼
保
育
士
　
土
井
奈
那

（
町
民
福
祉
課
保
育
士
）▼
環
境
防
災

班
長
　
土
井
弘
通
（
総
務
課
主
査
）

▼
主
事
　
武
田
悠
杜
（
産
業
観
光
課

主
事
）

【
企
画
調
整
課
】

▼
課
長
　
佐
々
木
敏
正
（
企
画
調
整

課
専
門
官
）
▼
次
長
　
松
村
武
文

（
次
長
兼
震
災
復
興
対
策
室
長
）▼
主

査
　
越
野
博
之
（
主
査
兼
震
災
復
興

対
策
室
主
査
）▼
主
事
　
金
田
卓
也

（
主
事
兼
震
災
復
興
対
策
室
主
事
）

▼
主
事
　
千
葉
隆
弘
（
総
務
課
主
事
）

【
財
務
課
】

▼
課
長
　
佐
藤
進
（
水
道
事
業
所
長
）

▼
主
事
　
舩
山
智
美
（
町
民
福
祉
課

主
事
）▼
特
別
滞
納
整
理
室
主
事
　

庄
司
広
紀
（
建
設
課
主
事
）

【
町
民
福
祉
課
】

▼
子
育
て
支
援
対
策
監
　
本
間
澄
江

（
教
育
次
長
）　
▼
主
査
　
髙
橋
浩
司

（
教
育
課
主
査
）

《
高
城
保
育
所
分
園
》

▼（
併
）
所
長
　
鎌
田
敦
子
（
松
島

第
一
幼
稚
園
長
）　
▼
主
査
（
保
育

士
）　
佐
藤
千
恵
美
（
松
島
保
育
所

主
査
（
保
育
士
）　
▼（
併
）
主
査

（
保
育
士
）　
和
泉
美
佳
（
松
島
第

一
幼
稚
園
主
査
（
教
諭
））

《
磯
崎
保
育
所
》

▼
技
能
主
事
　
齋
藤
弘
子
（
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
技
能
主
事
兼
海
洋

セ
ン
タ
ー
技
能
主
事
）

【
健
康
長
寿
課
】

▼
健
康
づ
く
り
班
長
兼
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
　
安
田
千
賀
（
主
幹

（
栄
養
士
））

【
産
業
観
光
課
】

▼
観
光
班
長
　
酒
井
文
明
（
建
設
課

管
理
班
長
）▼
主
事
　
磯
田
直
哉
（
財

務
課
特
別
滞
納
整
理
室
主
事
）

【
建
設
課
】

▼
課
長
　
赤
間
春
夫
（
課
長
兼
復
興

班
長
）▼
管
理
班
長
　
齋
藤
幹
雄
（
財

務
課
主
査
）

【
水
道
事
業
所
】

▼
所
長
　
岩
渕
茂
樹
（
副
所
長
）▼

副
所
長
兼
施
設
班
長
　
郷
古
智
（
施

設
班
長
）

【
会
計
課
】

▼
次
長
　
千
葉
知
道
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
）▼
主
査
　
齋
藤
寛
（
中
央
公

民
館
主
査
兼
文
化
観
光
交
流
館
主
査

兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
査
）

【
教
育
課
】

▼
教
育
次
長
　
三
浦
敏
（
教
育
課
長
）

▼
教
育
課
長
　
赤
間
隆
之
（
総
務
課

危
機
管
理
監
）▼
生
涯
学
習
班
長
　

石
川
祐
吾
（
教
育
課
生
涯
学
習
班
長

兼
中
央
公
民
館
長
兼
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
所
長
兼
文
化
観
光
交
流
館
長
）

▼
学
校
教
育
班
長
　
大
宮
司
綾
（
産

業
観
光
課
観
光
班
長
）▼
主
査
　
佐
藤

弘
也
（
議
会
事
務
局
主
査
）▼
中
央

公
民
館
長
兼
文
化
観
光
交
流
館
長
兼

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
所
長
　
佐
藤
淳

（
会
計
課
次
長
）▼
中
央
公
民
館
主
査

兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
査
　
酒
井

敏
子
（
会
計
課
主
査
）▼
主
事
兼
中

央
公
民
館
主
事
　
櫻
井
拓
郎
（
町
民

福
祉
課
主
事
）

《
松
島
第
一
幼
稚
園
》

▼
園
長
　
今
野
志
保
（
松
島
第
五
幼

稚
園
長
）  

▼
教
諭
　
長
谷
川
碧
（
松

島
第
二
幼
稚
園
教
諭
（
併
）
高
城
保

育
所
分
園
保
育
士
）

《
松
島
第
二
幼
稚
園
》

▼
園
長
　
鎌
田
敦
子
（
松
島
第
一
幼

稚
園
長
）▼
主
査
（
教
諭
）
和
泉
美
佳

（
松
島
第
一
幼
稚
園
主
査
（
教
諭
）

《
松
島
第
五
幼
稚
園
》

▼
園
長
　
大
宮
司
陽
子
（
松
島
第
五

幼
稚
園
副
園
長
）▼
教
諭
　
渡
邉
理
加

（
松
島
第
二
幼
稚
園
主
査
（
教
諭
）

（
併
）
高
城
保
育
所
分
園
主
査
（
保
育

士
））                                                  

【
議
会
事
務
局
】

▼
主
査
　
清
水
啓
貴
（
企
画
調
整
課

主
査
）

【
監
査
委
員
事
務
局
】

▼（
併
）
書
記
　
清
水
啓
貴
（
企
画

調
整
課
主
査
）

○
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▼
総
務
課
長
　
亀
井
純
▼
企
画
調
整

課
長
　
小
松
良
一
▼
健
康
長
寿
課
健

康
づ
く
り
班
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
所
長
　
板
宮
栄
▼
高
城
保
育
所
分

園
所
長
（
併
）
松
島
第
二
幼
稚
園
長

　
浅
野
裕
子
▼
教
育
課
学
校
教
育
班

長
　
若
松
義
典
▼
会
計
課
主
幹
　
佐

々
木
正
樹
▼
町
民
福
祉
課
保
育
士
　

石
井
恵
美
（
磯
崎
保
育
所
）▼
町
民

福
祉
課
保
育
士
　
遠
藤
涼
子
（
高
城

保
育
所
）

○
再
任
用
採
用
職
員
（
四
月
一
日
付
）

▼
中
央
公
民
館
主
幹
　
阿
部
礼
子

▼
町
民
福
祉
課
主
幹
　
阿
部
利
夫

▼
町
民
福
祉
課
主
査
（
保
育
士
（
高

城
保
育
所
））　
渡
邊
礼
子
▼
町
民
福

祉
課
主
査
（
保
育
士
（
松
島
保
育
所
））

　
浅
野
裕
子

○
新
規
採
用
職
員
（
四
月
一
日
付
）

▼
健
康
長
寿
課
社
会
福
祉
士
　
大
場

研
一
▼
企
画
調
整
課
主
事
　
針
生
一

慶
▼
町
民
福
祉
課
主
事
　
安
部
克
海

▼
財
務
課
主
事
　
小
野
侑
宏
▼
健
康

長
寿
課
栄
養
士
　
柴
澤
水
樹
▼
健
康

長
寿
課
栄
養
士
　
小
野
由
里
彩
▼
松

島
第
二
幼
稚
園
教
諭
（
併
）
町
民
福

祉
課
保
育
士
（
高
城
保
育
所
分
園
）　

内
海
み
の
り
▼
町
民
福
祉
課
保
育
士

（
松
島
保
育
所
）　
佐
々
木
彩
奈
▼
町

民
福
祉
課
保
育
士
（
高
城
保
育
所
）

　
髙
橋
知
穂
▼
町
民
福
祉
課
保
育
士

（
磯
崎
保
育
所
）　
遠
藤
朱
莉
▼
建
設

課
主
事
　
樋
口
祥
大

▲今年度採用された新規職員



11 広報まつしま 2018 5 月号

建設課　中嶋新史主事
秋田県にかほ市からの派遣
（平成２９年４月１日～
平成３０年３月３１日）
主に避難道路整備を担当

水道事業所　鎌田武志主事　
埼玉県滑川町からの派遣
（平成２９年４月１日～
平成３０年３月３１日）
主に下水道業務を担当

建設課　堀慶一郎主幹
秋田県秋田市からの派遣
（平成２９年４月１日～
平成３０年３月３１日）
主に用地買収業務を担当

水道事業所　大津三男主幹
神奈川県任期付職員
（平成２９年４月１日～
平成３０年３月３１日）
主に下水道業務を担当

建設課　山本宏幸主幹
宮 城 県 任 期 付 職 員
（平成２７年４月２日～
平成３０年３月３１日）
主に避難道路整備を担当

建設課　三摩嘉人主幹
岐阜県大垣市からの派遣
（平成２９年１０月１日～
平成３０年３月３１日）
主に避難道路整備を担当

水道事業所　奥田仁郎主幹
平成３０年４月１日～
神奈川県任期付職員として派遣

水道事業所　鹿沼智裕主事
平成３０年４月１日～
埼玉県滑川町から派遣

建設課　廣島功二主幹
平成３０年４月１日～
岐阜県大垣市から派遣
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松島の歴史・文化・学び観　光　情　報

「花と朝食＆Coffee と Sweets」
　４月から１０月までの毎月第２・第４日曜日に、素
敵な「朝」を楽しむイベントが高城町中央広場で始
まり、第１回目のイベントが、４月８日（日）に開
催されました。
　当日は、心配された雨もあがり、およそ３００人
が来場し、会場では、朝食に和食とフレンチトース
ト、その他にお茶や季節の果物、生花や挽きたての
コーヒーなどが販売されました。
　また、ギターの弾き語りも行われ、イベントを大
いに盛り上げ、来場者は、思い思いに高城町の素敵な
朝を楽しみました。

大型客船「ぱしふぃっくびいなす」船内見学会参加者募集
　大型客船「ぱしふぃっくびいなす」の石巻港寄港に合わせて船内見学会が開催されることに伴い、参加者を募集します。
● 日　　時　５月２１日（月）午後２時～午後３時（午後１時３０分集合）
● 場　　所　石巻港大手ふ頭
● 応募条件　①健脚な方（乗下船、船内見学時に階段にて移動します）
 　　　　　　②石巻市・東松島市・女川町・松島町在住の方
● 定　　員　８０人
● 締 切 日　５月８日（火）必着
● 申込方法　郵便往復はがき（私製を除く）に必要事項をご記入のうえ、下記申込先に郵送でご応募ください。
 　・往復はがきの裏面…見学希望者（４名まで）全員の住所、氏名、年齢、性別、電話番号
 　・往復はがきの表面…代表者の住所、氏名
※乳幼児や小学生も１人とし、小学生以下は、保護者と一緒にお申込みください。
※同一名による複数枚の応募や、申込内容に必要事項が全て記載されていない場合は、落選扱いとなります。
● 注意事項　乗船決定された方以外は当日乗船できません。乗船の際、本人確認のため、当選はがきと
　 　　　　　顔写真付きの身分証明書（パスポート、運転免許証、マイナンバーカード等）が必要です。
● 申 込 先　〒９８６-８５０１（住所不要）ぱしふぃっくびいなす船内見学会係
● 問 合 先　石巻市河川港湾室　☎０２２５-９５-１１１１　

吉川忠英アコースティックギターライブ
　毎年人気の観瀾亭ギターライブを今年も開催します。
出演はアコースティックギタリストの吉川忠英さん。中島みゆき・松任谷由実・
福山雅治・夏川りみなど、数多くのアーティストのコンサートやレコーディング
に参加している日本を代表するギタリストです。満月の観瀾亭を舞台に、心に響
くすばらしいギターの演奏をお楽しみください。
● 日　　時　５月２９日（火）開場午後６時３０分　開演午後７時～午後７時５０分
● 場　　所　観瀾亭　※駐車場はありません
● 入　　場　無料　※入場にはチケットが必要です
● 定　　員　５０人
● チケット配布方法　５月７日（月）から産業観光課観光班で配布。
 　土日祝日を除く平日の午前８時３０分～午後５時１５分まで受付しています。無くなり次第終了です。
● 問 合 先　産業観光課観光班　☎３５４‐５７０８
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松島の文化・歴史・学び

Appalachian Air
　Appalachian Mountains（アパラチア山脈）は、カナダとアメリカ合衆国の東北部に延びる大きな山脈です。
　昨年の7月にアパラチア山脈のあるアメリカ合衆国・ノースカロライナ州からやって来たStefan国際交流員
のコラムです。

ア　　　パ　　　ラ　　　チ　　　ア　　ン　　　　エ　ア　ー

ステフィン

⑤春のこと

  In my home state, North Carolina, we have 
four seasons: spring, summer, fall, and winter. 
We have many types of pine trees, so around 
this season many people have hay fever. Every 
year there is so much pollen that most people 
have to wash their car once a week. When I 
lived in America, if I did not wash my red car 
once per week it would turn yellow. I would 
eat locally harvested honey as a way to help 
my allergies. Although there was a lot of pine 
pollen, there was not so much cedar pollen. 
If I had to say which was worse for hay fever, 
I would say cedar pollen. 

  The forests of the Appalachian Mountains are 
quite famous for being beautiful in the autumn, 
but we do not have any native cherry blossom 
trees. I think that around the world when 
someone says, ‘cherry blossom trees’ people 
think of Japan, so I was very grateful to be 
here to see them bloom. Thousands of light 
pink petals set against dark tree trunks really 
makes for dramatic imagery. It really is an 
experience you can only have in Japan. Please 
just make sure to take some allergy medicine 
before you go.  

　私の地元であるノースカロライナ州には、春夏秋
冬の季節があります。沢山の種類の松が生えている
ため、今の季節は多くの人々が花粉症に苦しんでい
ます。毎年花粉量が多いので、週に一度洗車しなけ
ればなりません。アメリカに住んでいた時に、乗っ
ていた赤い車を洗わないでいると、車体が真っ黄色
になってしまいました。花粉症を治すために、地
元で収穫されたハチミツを食べていました。しかし、
松花粉は多かったのですが、杉花粉はあまりありま
せんでした。どちらかというと、花粉症は杉花粉の
症状の方がひどいと思います。

　

　アパラチア山脈の森林は美しい紅葉で有名な所で
すが、自生の桜はありません。世界中で桜といえば
日本のことが思い浮かぶので、日本にいながら桜の
開花を観賞できてとても嬉しいです。暗い樹幹を背
景に、対照的な数千もの薄いピンクの花びらは感動
的な景色です。日本ならではの経験ですね。ただ、
花見をする前に必ず花粉症の薬を飲んでください
ね。

幡谷の美しい桜並木
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松島の歴史・文化・学び

松島子どもの心のケアハウス
「もみの木教室」の紹介

　教育委員会では、学校を休みがちな児童生徒の

ために、学校以外でも安心して学習できる場とし

て「もみの木教室」を手樽地域交流センターに

設置しています。

　スタッフは、小学校や中学校の元教員です。保

護者の相談や見学はいつでも受け付けています。

お問い合わせは、通学している学校か直接もみの

木教室までお願いします。

● 所 在 地　手樽地域交流センター１階
　 　　　　　☎３５４-２０４１　

● 開 設 日　毎週月曜日～金曜日の５日間
　 　　　　　（長期休業中や土日祝日を除く）

● 開設時間　原則午前９時～正午

松島の文化・歴史・学び

文
化
財
の
調
査
・
研
究　

根
廻
に
伝
わ
る
「
謡
」

　

４
月
１８
日
に
開
か
れ
た
根
廻
地
区
の
総
会
で
地
域
に
古
く
か
ら

伝
わ
っ
て
い
る
「
謡
」
を
披
露
す
る
と
の
こ
と
で
、
記
録
保
存
の

た
め
、
東
北
学
院
大
学
で
民
俗
学
の
研
究
を
し
て
い
る
方
と
一
緒

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
今
回
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
大
蔵
流

謡
曲
「
高
砂
」
２
曲
、「
養
老
」、「
難
波
」
で
す
。
昔
は
萱
葺
の

屋
根
を
新
し
く
葺
き
替
え
た
時
や
結
婚
の
時
な
ど
め
で
た
い
場
で

謡
う
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
謡
う
機
会
も
減
り
、

謡
い
手
も
お
２
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
聞
き

取
り
調
査
で
は
他
に
も
、
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
他
所
か
ら
仕
事

に
来
て
い
た
人
も
一
緒
に
習
っ
て
い
た
こ
と
や
、
電
気
の
な
い
頃

は
薪
を
持
ち
寄
っ
て
練
習
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
貴
重
な
お
話

し
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
民
俗
」
は
生
業

や
人
生
儀
礼
な
ど
暮

ら
し
に
深
く
根
ざ
し

た
も
の
で
、
時
代
の

移
り
変
わ
り
と
共
に

廃
れ
た
り
新
し
く
生

ま
れ
た
り
を
繰
り
返

す
も
の
で
す
。
今
回

の
調
査
を
経
て
、
地

域
の
人
か
ら
生
の
声

を
聞
き
、
後
世
に
記

録
を
残
す
こ
と
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
　

  
（
学
芸
員
：
米
城
）

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

▲披露の間、地区の方々も熱心に耳を傾けていました

　３月１７日と１８日、町内の新中学１年生を対
象にジュニア・リーダー初級研修会をアトレ・る
Hall（文化観光交流館）で開催しました。
　１日目は、現役のジュニア・リーダーから集団
で楽しめるゲームやダンスを体験し、また、危険
予知訓練を通してリーダーの役割・責任感を学び
ました。
　２日目は、ポリ袋を使ったサバ飯（サバイバル
飯）作りや松島に関する問題を解きながら海岸周
辺を歩くウォークラリーを行い、今後に活かせる
活動を行いました。
　１０人の仲間を新たに迎え、今年度も松島町ジ
ュニア・リーダー「紙ひこうき」は、明るく元気
に活動していきます。
● ジュニア・リーダーに関する問合先
教育委員会生涯学習班　☎３５４-５７１４

ジュニア・リーダー奮闘中！Vol.１７

▲子どもたちを楽しませるためのノウハウを研修しました

う
た
い
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● 主　催　松島の歴史と伝説－語り部の会
● 開催日　５月３日（木）・４日（金）の２日間
● 開催時間　午後１時３０分
● 開催場所　水主町民家（円通院向かい）
● 問合・申込先　事務局　佐々木・色川（円通院内）☎３５４-３２０６

定例勉強会
● 日　時　毎月第２土曜日　午前１０時～正午
● 会　場　アトレ・るHall（文化観光交流館）会議室２階クラブ室
● 問合先　☎０９０-８９２３-１２７１（京野）
定例総会
● 日　時　５月１２日（土）午前１０時～正午
● 会　場　ホテル松島大観荘会議室
記念講演「政宗の宗教政策と塩竈神社、瑞巌寺」
　政宗の宗教政策を説明、また塩竈神社や瑞巌寺造営の位置付けについて
● 日　時　５月１２日（土）   午前１０時３０分～正午（定例総会内で実施）
　 　　　　講師　菅野正道氏（元仙台市史編纂室長）・入場無料
● 問合先　☎０９０-８９２３-１２７１（京野）
懇親会昼食
● 日　時　５月１２日（土）正午～午後２時
● 会　場　ホテル松島大観荘内レストラン（講師招待）
● その他　３,５００円会費制（要予約）　

　「雄島」は江戸時代半ばまでは、信仰の島として広く
知られていました。新緑の絶景を満喫し、島を一周した
時、松島のもう一つの顔を発見できることでしょう。
● 開催日　５月１２日（土）・１３日（日）（所要時間４０分程度）
● 時　間　午前１０時～午後３時
● 受　付　雄島入口（公園管理事務所前）
● 問合先　松島ボランティアの会
 　　　　　（事務局）松島観光協会　☎３５４-２６１８
※翌週以降も土日の無料ガイドを予定しております。

インフォメーション

おくの細道松島海道平成３０年度行事

～松島の歴史と伝説～
語り部の会主催  大型連休特別企画「寺町法話」開催

瑞巌寺住職　吉田道彦老大師

霊場「雄島」の無料案内について
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まちの話題

　滑川中学校吹奏楽部の皆さんから４月４日に寄附金
を頂きました。寄附金は、吹奏楽部の定期演奏会の際
に募金活動をして頂いたものです。
　４月１日付けで災害派遣職員として着任した埼玉県
滑川町の鹿沼主事から町長へ手渡されました。

滑川中学校吹奏楽部から寄附金

▲滑川中学校の皆さん、ありがとうございました

　４月１０日、フランス領ニューカレドニアから、オーケ
ストラを中心とした１３人の宮城県訪問団が来町し、仏蘭
西倶楽部で活動している仙台市出身でシャンソン歌手の貝
山幸子氏協力のもと、松の実福祉会において、ボランティ
アコンサートが開催されました。
　コンサートには約９０人が集まり、観客の皆さんは郷土
音楽に酔いしれてフランスを訪れたような雰囲気に包まれ
ていました。
　利府町と姉妹都市のリフー島、松島町と姉妹都市のイル
デパン島（和訳で松島）と宮城県と深い繋がりがあります。
近年、あまり交流は行われていませんが、ニューカレドニ
アと宮城県の関係を知っていただきたいとのことから、今
回コンサートが開催されたものです。

松の実福祉会でボランティアコンサートが行われました！

▲会場は満員でした

　３月３０日、東京武道館にて第１４回ＰＯＩＮＴ＆Ｋ．Ｏ全日本少
年少女空手道選手権大会が開催され、赤間俐月くんが東北代表として
日本一を獲得、また、以下の方々が入賞しましたのでご紹介します。

松島空手　大活躍！

▲優勝した赤間俐月くん（右）と３位入賞の赤間海莉さん（左）

赤間　俐月　　小学２年男子の部　　優　　勝
目黒　　遼　　小学２年男子の部　　ベスト８
内海　遥琥　　小学３年男子の部　　ベスト８
赤間　海莉　　小学４年女子の部　　３　　位
日野　　竜　　中学重量級男子　　ベスト４

▲「松島町バリアフリー基本構想」を策定しました

第
４
回
松
島
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
策
定
協
議
会
を
開
催

　

３
月
２８
日
、
第
４
回
松
島
町
バ
リ
ア
フ
リ

ー
基
本
構
想
策
定
協
議
会
が
役
場
で
開
催
さ

れ
、「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

「
松
島
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
東
北
地
方
の
町
村
で
は
初
め

て
で
あ
り
、
ま
た
、
宮
城
県
内
の
市
町
村
で

は
仙
台
市
に
次
ぎ
２
番
目
の
策
定
と
な
り
ま

す
。
構
想
資
料
に
つ
い
て
は
、
今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。
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　 南インドのチェンナイで、日本語教師として働く「私」は、現地に暮ら

して３か月半にして１００年に１度の洪水に遭遇した。橋の下に逆巻く川

の流れの泥から１００年の記憶が蘇る。かつて、綴られなかった手紙、眺

められなかった風景、聴かれなかった歌・・・流れゆくのはあったかもし

れない人生。堆積した泥から現れる品々にまつわる出来事を追体験する物

語。第１５８回　芥川賞受賞作。

《図  書  室》
○ 平　日　　　　午前１０時～午後６時
○ 土・日・祝日　午前１０時～午後４時
○ 休館日　月曜日、月曜日が祝日の場合は翌日
　 　　　　今月は１日・７日・１４日・２１日
　 　　　　・２８日が休館。
○ 問合先　勤労青少年ホーム  ☎３５４-４０３６

＜ブックラリーのお知らせ＞
お子さん向けに春のブックラリーを５月２７日
（日）まで実地しています。
＊図書室の本を読んでスタンプ１０コ集めると、
　ぷちプレゼントがもらえます！
　　まだ間に合うのでチャレンジしよう♪

「　百年泥　」　石井　遊佳　著　

≪話題の本≫

《今月の新着本》
「　墨の香　」

「　ミステリークロック　」

「　神風の手　」

「　刑事の怒り　」

「　意識のリボン　」　

「　日本史の内幕　」

梶　   よう子　著

貴 志　 祐 介　著

道 尾　 秀 介　著

薬 丸　　  岳　著

　綿 矢　 り さ　著

磯 田　 道 史　著

　八束　澄子　作

トム・パーシヴァル　作・絵

《児童書の新着本》
「　ぼくらの山の学校　」

「　ぼくのつばさ　」

本 の 宝 箱　（図書室からのお知らせ）

～4月敬老祝い金贈呈者～
米寿おめでとう
◆ 小畑　由子さん（下竹谷）　　　◆ 角田　　繁さん（幡谷）　　　◆ 佐藤　春子さん（幡谷）　

◆ 澁谷　えい子さん（本郷）　　　◆ 只野　英雄さん（磯崎）　　　◆ 色川　しづ子さん（松島）　

◆ 氏家　利雄さん（幡谷）　　　　◆ 丹野　まささん（磯崎）　　　◆ 舘山　京子さん（高城）　

◆ 櫻井　輝夫さん（初原）　　　　◆ 鈴木　愛子さん（松島）　　　

　第４回松島パークフェスティバル（詳細はチラシをご
覧ください）の前夜祭とまつの市が、今年も同時開催い
たします。松フェスご当地ライブが行われる特設会場内
で、地場産品の販売やお楽しみイベントなどを行います。
　当日は会場までシャトルバスの運行も予定しておりま
すので、皆さんのご来場お待ちしております。
● 日　時　５月２６日（土）午前１１時～午後５時 
　 　　　　※まつの市は午後３時まで
● 会　場　石田沢防災センター特設会場（駐車場ほか）
※まつの市の詳細は、前日新聞折り込みチラシをご覧く
　ださい。

松島パークフェスティバル
前夜祭・松島のマルシェ「まつの市」同時開催

全国土地改良功労者等
個人表彰について

　３月２６日において磯崎
在住の林政勝さんが表彰さ
れました。
　林さんは元手樽土地改良
区の理事長として１６年間、
理事として１４年間、計３０
年間土地改良事業を務め、
その功績が認められての表
彰となりました。
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松島の相談窓口
相談事業 日　時 場所・主催 対　象 内　容　等　 問　合　先

こころの相談(予約制)

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

塩釜保健所管内に居住
する方

こころの問題を抱えた本人や
家族の相談（要予約）

アルコールや薬物の問題を抱
えた本人や家族の相談

塩釜保健所疾病対策班
☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班
☎365-3153

ひきこもりや、思春期の心の問
題を抱えた本人や家族の相談

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

5月9日(水)・23日(水)
午前9時30分～
午前11時30分

5月15日(火)
午後1時30分～午後4時30分
5月16日(水)
午後1時～午後4時

5月24日(木)
午後1時30分～
午後4時30分

5月10日(木)
午後1時30分～午後5時

5月31日(木)
午後1時30分～午後5時

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付

検査実施日の前日までに予約
をお願いします。
検査は原則無料です。

青年期ひきこもり家族会
(申し込み制)

女性の健康相談

がんなんでも相談

宮城県精神保健福祉
センタ－　

２階（デイケア室）

県内在住で、ひきこもり
などの悩みを持つ家族の方

女性で健康や身体の不調、
育児などにお悩みの方　

どなたでも

ひきこもりなどの悩みを持つ
方への関わり方、支援方法な
どのグル－プワ－クや講義な
ど(お茶代など実費負担あり)

女性の健康について女性医師
が相談をお受けします。
（完全予約制・無料）

がん患者さんやそのご家族に
対する相談や情報提供等（電
話相談、面談相談：予約制）

宮城県ひきこもり
地域支援センター
☎0229-23-0024

宮城県女医会女性の
健康相談室

☎090-5840-1993

宮城県対がん協会
☎263-1560

平　日
午前9時～午後4時

多重債務問題、離婚問題、相
続問題など。相談は無料で秘
密厳守します

企画調整課
 ☎354-5702

学校不適応に関する悩みなど
について

人権擁護について

行政相談について

消費生活相談について

町民福祉課福祉班
☎354-5706

企画調整課 
☎354-5702

産業観光課産業振興班
☎354-5707

町民福祉課福祉班
☎354-5706

宮城県総合教育センター
不登校相談ダイヤル
☎784-3567

学びの相談室（松中内）
☎080-3333-2770
教育課学校教育班
☎354-5713

教育課学校教育班
☎354-5713

生活保護に関する相談

特別支援学級などに関する相談

健康長寿課健康づくり班
(保健師・栄養士)
☎355-0703

育児・遊び・しつけ等に関する相談

高齢者の介護・生活等に関す
る相談

地域包括支援センター
☎354-6525

児童館
☎354-6888

健康に関する相談

弁護士による無料
法律相談(予約制)
弁護士　小川真儀

役場会議室
町　民

1人原則30分

人権なんでも相談

行政相談

消費生活相談

生活保護相談
(予約制)

不登校電話相談

就学指導相談

役場会議室

町　民

保護者など

児童生徒・保護者など

役場会議室

役場２階

宮城県総合教育
センタ－

学びの相談室
（松中施設内）

健康電話相談

育児電話相談

高齢者に関する
電話相談

保健福祉センタ－
どんぐり

5月12日(土)
午後2時～午後4時

5月10日(木)
午後1時～午後3時

宮城県がん総合支援
センター

塩竃市公民館

塩釜保健所

塩竈市保健センター

多賀城市
福祉事務所相談室

塩釜保健所

塩釜保健所

児童館

町　民

5月8日(火)
6月12日(火)

午前10時～午後5時

5月1日(火)
6月5日(火)

午前10時～午後3時

5月10日(木)・24日(木)
午前10時～午後3時

平　日
午前10時～午後4時

平　日
午前9時～午後1時
（学校休業日を除く）

平　日
午前8時30分～
午後5時

平　日
午前8時30分～
午後5時

平　日
午前8時30分～
午後5時

福祉サ－ビス利用などに係る
相談提供などの援助相談。

障がい者相談支援事業所
とも松島事業所 
☎766-8116

障害者（児）一般相談
（委託事業）

障がい者相談
支援事業所とも

身体・知的・精神などに障
害のある方やそのご家族

平　日
午前9時～午後5時
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５月の納期限

　町税などは便利で納め忘れのない口

座振替を推奨しております。

● 納期限　５月３１日(木)

● 国民健康保険税　２期

● 固定資産税　１期

● 軽自動車税　全期

● 後期高齢者医療、保険料　随期

● 問合先

税金の内容については

税務班　☎３５４-５７０３

納付の相談については

特別滞納整理室　☎３５４-５９１３

くらしの
情報

歯科休日診療

休日・急患診療のご案内

診療場所                    診療日                      受付時間           診療科目

18:30～21:30

●問合先　松島病院　松島町高城字浜1-26　　   ☎354-5811
   塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　    ☎366-0630

松島病院

塩釜地区

休日急患

診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12月31日～1月3日）

日曜・休日（国民の祝日）

年末・年始（12月31日～1月3日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

昼夜間               内科

8:45～11:30

13:00～16:30

 小児科

（１５歳まで）

５月　３日
５月　４日
５月　５日
５月　６日
５月１３日
５月２０日
５月２７日

（ 木 ）
（ 金 ）
（ 土 ）
（ 日 ）
（ 日 ）
（ 日 ）
（ 日 ）

すがや台歯科医院
熊谷歯科口腔外科クリニック
みや歯科クリニック
はるみ歯科
山本歯科医院
はるみ歯科
永沼歯科クリニック

宮城郡利府町菅谷台３-７-１
塩釜市佐浦町１３-２２
塩釜市海岸通１０-１　三晴ビル２F
塩釜市花立町１３-１２
宮城郡七ヶ浜町境山２-１３-３
塩釜市花立町１３-１２
塩釜市梅の宮１４-１０

☎ ７６７-６４８０
☎ ３６６-４７１２
☎ ３６１-５８１０
☎ ３６２-５５３７
☎ ３６１-６３３０
☎ ３６２-５５３７
☎ ３６１-１２５１

国民健康保険被保険者証
兼高齢受給者証の交付について

洪水情報が
緊急速報メールで発信されます！

　国民健康保険加入者で今月７０歳にな

る方（５月２日～６月１日生まれ）へ、

高齢受給負担割合が記載された国民健康

保険証を郵送します。

　なお、現在お持ちの被保険者証につい

ては、有効期限が過ぎましたら各自破棄

していただきますようお願いします。

● 発送日　５月２４日（木）

● 問合先　町民福祉課町民サービス班

 　　　　　☎３５４-５７０５

ポリテクセンター宮城
－７月入所受講生募集のご案内－

● 場　所　多賀城実習場

● 募集科　電気・情報通信工事科（15）、

　 　　　　ビル設備サービス科（18）、

　 　　　　住宅リフォーム科（18）

● 受講料　無料

　 　　　 （テキスト代などは自己負担）

● 訓練期間　７月３日（火）～

 　　　　　　１２月２６日（水）

● 募集期間　５月７日（月）～

　 　　　　　６月４日（月）

● 入所選考日　６月８日（金）

● 問合先　ポリテクセンター宮城訓練課

　（多賀城実習場）☎３６２-２４５４

　国が管理する鳴瀬川・吉田川で氾濫
の危険が高まった時、「緊急速報メー
ル」が自動で発信されます。「緊急速
報メール」を着信したら、雨の降り方
や鳴瀬川・吉田川の水位を「川の防災
情報」で確認しましょう。

国土交通省　川の防災情報
URL https://www.river.go.jp/s/
● 問合先　国土交通省 北上川下流河川事務所
 　　　　　☎０２２５-９４-９８５４

住まいの復興給付金申請相談会

● 日　時　５月２０日（日）
 　　　　　午前１０時～午後４時
● 会　場　石巻市役所　庁舎３階３６番窓口
● 対　象　東日本大震災で所有していた
　 　　　　住宅が被害に遭われた方で、
　 　　　　消費税率８％引き上げ（２０
　 　　　　１４年４月１日）以降に、新
　 　　　　たに住宅を建築・購入または
 　　　　　補修（工事費が税抜き１００
　 　　　　万円以上）し、その後居住し
　 　　　　ている方。
● 問合先　☎０１２０-２５０-４６０
　 　　　　☎７４５-０４２０

第６回「東北アコーディオンジャンボリー」in松島
－アコーディオンの調べにふれるチャンス！！お見逃しなく！！－

　唱歌、童謡、タンゴ、シャンソン、ロ
シア民謡、各ジャンルのヒットメロディ
ーの演奏交流発表が行われます。
● 日　時　６月１７日（日）
　 　　　　午後０時３０分開場・午後１時開演
● 場　所　松島町文化観光交流館
● 入場協力金　高校生以上５００円
　 　　　　　　中学生以下無料

憲法週間行事のお知らせ

裁判員制度説明会
● 日　時　５月８日（火）
 　　　　　午前１０時～午前１１時４５分
● 場　所　仙台地方裁判所１階１０２号法廷
● その他　定員５０人
　　　　  （要事前電話申込・先着順）
● 問合先　仙台地方裁判所事務局総務課広報係
　　　　　 ☎２２２-６１１５
１日無料法律相談
● 日　時　５月１８日（金）
 　　　　　午前１０時～午後４時
● 受　付　午前９時４５分～午前１１時３０分
　　　　　 午後０時４５分～午後３時
● 場　所　仙台家庭・簡易裁判所庁舎３階
● その他　弁護士・法務局職員が担当します。
 　　　　　　  予約不要。
● 問合先　仙台家庭裁判所事務局総務課庶務係
　　　　　 ☎７４５-６２０３
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平成３０年度　狂犬病予防集合注射（第２次）
　４月の集合注射またはかかりつけの動物病院で、狂犬病の予防注射をまだ接種していない

方は下記の集合注射で接種してください。

　生後９１日以上の犬は、年１回狂犬病の予防注射を受けることが義務付けられています。

　室内で飼っている犬も同様です。

● 日　時　５月１３日（日）　午前９時３０分～午前１０時３０分

● 場　所　アトレ・る Hall（文化観光交流館）西側駐車場（旧母子健康センター脇）

● 料　金　注射料金　　１頭　３,１００円

　 　　　　（内訳：注射料２,５５０円＋注射済票交付料５５０円）

　　　　　 新規登録料　１頭　３,０００円

　 ※未登録の犬の場合別途登録料が必要となります。

　 ※動物病院で予防注射を受ける場合には、料金は異なります。会場内は混雑し、犬が興奮

　 して逃げ回ることがありケガや事故に繋がります。犬をきちんと制御できる方が連れてき

 　てください。

● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の
全国一斉情報伝達訓練を実施します
　町内に設置されている防災行政無線（スピーカー）より、一
斉訓練放送を年４回行います。第１回訓練は５月１６日（水）
です。
　この訓練は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を使用し
た訓練放送で、地震・津波や武力攻撃などの発生時の情報伝達
について、万全を期するためのテスト放送です。
　ご協力をよろしくお願いいたします。

訓練の概要
● 日　時　５月１６日（水）午前１１時ころ
　　　　　 第２回訓練：８月（予定）
 　　　　　第３回訓練：１１月（予定）
　 　　　　第４回訓練：平成３１年２月（予定）
● 実施内容　町内に設置している防災行政無線（屋外拡声スピ
　　　　　　 ーカー）より以下の内容が放送されます。
● 放送内容　「開始のチャイム」
　　　　　　 「これはＪアラートのテストです」×３回
　　　　　　 「こちらは、ぼうさいまつしまこうほうです」
　　　　　　 「終了のチャイム」
※災害発生時や気象状況によっては、訓練を中止する場合があります。
● 備　　考　今回の一斉訓練放送とは別途に、全国瞬時警報
　 　　　　　システム（Ｊアラート）の機器点検放送を月１
　 　　　　　回実施しています。
● 実施時期　第４水曜日～第４金曜日の間に１回（午後２時～午後３時）
● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

ごみゼロ運動のお知らせ
　町内一斉清掃活動として５３０（ご

みゼロ）運動を本年度も実施します。

　運動期間中の清掃活動にご協力を

お願いします。『ごみのないきれいな

まちづくり』を住民のみなさんで実

現しましょう。

● 運動期間

　 ５月３０日（水）～６月５日（火）

　 （ごみゼロの日）     （環境の日）

※各家庭からのごみは、ごみゼロ運

　動の臨時収集場所には出せません

　ので、分別して通常の指定日に各

　指定集積所に出してください。

● 問合先　総務課環境防災班

　 ☎３５４-５７８２
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空気中放射線量測定結果
　測定機器　簡易型放射線測定器（ＰＡ-１０００単マイク
　ロシ－ベルト（μSv ／ｈ）シ－ベルトとは、放射線が
　人体に与える影響を表す単位です。

学校給食測定結果　４月２０日（金）　現在
　放射性ヨウ素（ｌ-１３１）：不検出
　放射性セシウム（Ｃｓ-１３７）：不検出　放射性セシウム（Ｃｓ-１３４）：不検出

水道水測定結果　４月１２日（木）　現在
　二子屋浄水場（竹谷字鴻ノ谷地） 　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム：不検出

浄水場発生土測定結果　４月１２日（木）　現在
　放射性ヨウ素：不検出　放射性セシウム（Ｃｓ-１３７）：３９Bq/kg　放射性セシウム（Ｃｓ-１３４）：不検出
　※浄水場発生土には、放射性物質が検出されていますが、水道水については、放射性物質が不検出の状況と
　なっていますので、安心してご利用ください。
● 問合先　空気中放射線量測定結果：総務課環境防災班　☎３５４-５７８２
　 　　　　学校給食測定結果：学校給食センタ－　☎３５４-２５８３
　 　　　　水道水・浄水場発生土測定結果：水道事業所　☎３５４-５７１０

測定場所 測定日 測定高さ 測定結果

松島町役場
０.５ｍ

４月１７日（火）
１.０ｍ

０.０４８

０.０４７

松島町内の放射線量測定結果

松島町交通安全指導員募集
　交通安全指導員は町長から任命を受け、交通秩序の保持および交通事故防止を目的に交通安全指導を行います。
● 活動内容　街頭指導 (登校出勤時間。平日のみ月４回程度 )、交通安全教室、交通指導など。
● 報酬・福利厚生　年報酬・出動手当支給。公務災害補償あり。
● 問合先　総務課環境防災班　☎３５４-５７８２

松島交番からのおしらせ
ドライブの計画は、ゆとりをもって！
　ゴールデンウィーク期間に入り、家族連れや友達同士でドライブに出掛ける機会が増えて、例年通り国
道４５号線・利府街道の渋滞が予想されます。
　余裕のある計画と、安全運転で楽しい思い出を作りましょう。

特殊詐欺事件に要注意
「電子マネーで支払って」「電子マネーの番号を教えて」は架空請求詐欺！
　有料サイトは、あらかじめ契約が必要で支払い方法も決められているので、サイト料金
未納や退会手数料という名目の請求は詐欺です。
　「料金が支払われていない。支払わなければ裁判になる。」など金銭を要求され、
○電子マネー（プリペイドカード）を購入し、番号を教えるよう指示される。
○レジで現金を支払う収納代行を指示される
　このような請求・指示があっても、絶対に支払わないようにしましょう。
一度支払うと、だまされていると気付くまで何度も請求が来ます。
● 問合先　松島交番　☎３５４-２０２４

安全運転５則
１　安全速度を必ず守る
２　カーブの手前ではスピードを落とす
３　交差点では必ず安全を確かめる
４　一時停止で横断歩行者の安全を守る
５　飲酒運転は絶対にしない
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　規制期間は、平成３０年 3月 20日から平成３０年 5月 31日までとなります。
※規制期間中は歩行者及び車両が終日通行止めとなっております。ご不便をおかけしますが、ご理解

とご協力をお願い申し上げます。

● 問合先　建設課建設班　☎３５４-５７０９

明神橋橋梁補修工事に伴う
終日全面通行止めのお知らせ

明神橋

●
松島町役場

×

位　置　図
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　平成３０年度に既存住宅の水洗化や、住居を目的とした新築または増改築などで合併処理浄化槽

の設置を希望する方は、町の補助制度を利用できます。

　補助基数には限りがあり申し込み順としていますので、お早めに申し込みください。

● 補助対象　公共下水道認可区域外（根廻、幡谷、上竹谷、下竹谷、北小泉、手樽、桜渡戸およ

　 　　　　　びその他地域の一部）の住居を目的とした住宅で、平成３０年４月から平成３１年３

　 　　　　　月まで工事が完了する合併処理浄化槽。（公共下水道認可区域内であっても対象となる

　 　　　　　場合がありますので、ご相談ください。）

● 補助金額　合併処理浄化槽の大きさによって異なります。

　　　　　　　 ５人槽　３３２,０００円（延べ床面積が１３０㎡未満の住宅用）

　　　　　　 　７人槽　４１４,０００円（延べ床面積が１３０㎡以上の住宅用）

　　　　　　 １０人槽　５４８,０００円（台所および浴室が２カ所以上の住宅用）

　　　　　　 ※補助金額は国の補助基準額の変更により、変わる場合があります。

● 受付開始　４月２日（月）から

● 申込み・問合先　水道事業所施設班　☎３５４-５７１０

　既存住宅を浄化槽により水洗化する方は、下記の合併処理浄化槽設置等改造資金融資あっせん制

度を併せて利用できます。

　住居のため家屋（新築の場合を除く）を合併処理浄化槽により水洗便所などに改造する際に、そ

の工事の資金を無利子で借りられるよう、融資あっせんします。

● 対象者　

 　・公共下水道認可区域外の既存住宅を合併処理浄化槽により水洗便所に改造する方

　 　（公共下水道認可区域内であっても対象となる場合がありますので、ご相談ください。）

 　・町税および水道料金を滞納していない方

 　・改造資金の償還能力がある方（金融機関の融資審査があります。）

 　・町内に住所を有する連帯保証人がある方

取扱金融機関は・・・

七十七銀行松島支店、石巻商工信用組合松島支店、仙台農業協同組合松島支店

● 限度額　　１戸あたり１００万円以内

● 利　子　　無利子（利子は松島町が負担します。）

● 返　済　　５年（６０か月以内）毎月元金均等払です。

　　　　　　※水洗化工事の際の個人負担を、軽くできる制度です。

● 申込み・問合先　水道事業所施設班　☎３５４‐５７１０

平成３０年度合併処理浄化槽設置整備補助事業に係る
事前申込を受付中です

既存住宅への合併処理浄化槽の設置には補助金制度と
併せて融資あっせん制度が利用できます
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平成30年度　区画整理工事工区位置図

受注者：丸か建設株式会社

受注者：東花建設株式会社

受注者：東花建設株式会社

受注者：宮環建設株式会社

磯崎揚水機場

富山揚水機場

手樽揚水機場

名籠揚水機場

手　樽　工　区

名　籠　工　区

富　山　工　区

受注者：大槇組・花本建設　
　　　　復旧・復興建設工事共同企業体

０１１号手樽６工区区画整理工事

Ａ８４号手樽４工区区画整理工事

Ａ８３号手樽３工区区画整理工事

Ａ８２号手樽２工区区画整理工事

受注者：花本建設株式会社東北営業所

００９号手樽１工区区画整理工事

受注者：株式会社堀口組仙台支店

０１３号：名籠工区区画整理工事

受注者：株式会社渡辺工務店

０１２号：富山工区区画整理工事

図 面 の 名 称　　　　図面番号

手樽地区 (復興基盤 )
位　　置　　図

1

０１０号手樽５工区区画整理工事

▲安全祈願祭の様子 ▲三本締めの様子▲来賓祝辞を述べた櫻井町長

農山地域復興基盤総合整備事業
手樽地区復興安全祈願祭について

　３月２３日に農山地域復興基盤総合整備事業のほ場整備事業である復興安全祈願祭が開催され
ました。
　県・町関係者・関係農業団体が鎌鍬入れを行い施工業者が鋤入れを行いました。玉串法典につ
いては復興庁宮城復興局田澤参事官はじめ発注元である宮城県、町関係者、改良区関係者、請負
業者で構成された災害防止協議会関係者が同拝されました。
　また施工業会社で構成された手樽地区施工業者災害防止協議会長が挨拶を行い、仙台地方振興
事務所農業農村整備部原野部長が事業概要説明を行いました。



25 広報まつしま 2018 5 月号

農山漁村地域復興基盤総合整備事業 (復興基盤総合整備事業 )

手樽地区の概要
１ 事業名　東日本大震災復興交付金
　　　　　 農山漁村地域復興基盤総合整備事業（復興基盤総合整備事業）
２ 地区名　手樽地区
３ 所在地　宮城郡松島町
４ 事業主体　宮城県
５ 関係土地改良区　鶴田川沿岸土地改良区　
６ 受益面積　１７１.０ｈａ
７ 事業費　　３,４１１百万円
８ 工　期　　平成２８年度～平成３２年度
９ 地区の概要
　本地域は，宮城県の東部，松島町の沿岸部に位置し，東は東松島市，南は松島湾に隣接する水田地帯である。
当事業の対象地域は，手樽（てたる）・名籠（なごめ）・富山（とみやま）の３工区からなり，手樽工区は昭和
３１年から昭和４４年に実施した県営代行干拓事業により３０ａ区画に整備された標高マイナス２.３ｍ～０.０ｍ
の平坦な水田地帯である。また，名籠工区は昭和４８年に１０ａから２０ａ区画に整備されている。富山工区は
未整備であり，用排兼用の土水路のうえ道路幅員も狭小であることなどから，大型機械の導入が困難となってい
る。そのため，生産性が低く農業経営には多くの労力が必要となり，近代的農業経営へ向けて大きな支障となっ
ていた。
　平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震により広域的な地盤沈下が発生し，通水機能の低下に
よる用水不足や農地の排水不良が発生しているうえに，地下水及び幹線排水路への塩水流入が発生し，地域の水
稲収量が減少している。
　よって，当事業により，ほ場の大区画化，道路・用排水路・暗渠排水等の整備を行い，耕地の汎用化，水管理
の合理化を図るとともに，農地の利用集積と経営体の育成・支援を一体的に行い，効率的かつ安定的な農業経営
の確立を目指すものである。

整　備　計　画

計画（1ha 区画）現況（10a 区画）

区画拡大

現況（W=3.0m）

幅員拡幅

計画（W=5.0m）
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シルバー人材センター　会員募集

公益社団法人　松島町シルバー人材センター
〒981-0215  松島町高城字浜１番地の３
☎３５３-４５０５・FAX３５３-４５０６
E -m a i l : m a t s u s h i m a@ s j c . n e . j p
URL：http://www.sjc.ne.jp/matsushima/

( 愛称　生
き活きセンター )

チエブクロー

　春が来たので、庭づくり、畑いじりの好きな、女性の皆さん、農作業が得意な男性の皆さんの入会をお待ちし
ます。松島町民で６０歳以上の健康で働く意欲がある皆さん！シルバー人材センターの会員になって、自分のラ
イフスタイルに合わせて、これまでに培った知恵・技・知識を活かして働いてみませんか。
　入会すると、新しい仲間に出会うことができ、松島の新しい発見ができ、社会の貢献することができ、健康で
明るい生活につながります。

平成３０年度ひとり親家庭等就業支援講習会
「パソコン講習マイクロソフトワード２０１３」
● 日　時　６月６日（水）～７月２０日（金）午前９時～午後５時　毎週水曜日・金曜日　計１４回
● 会　場　宮城県母子・父子福祉センター
● 定　員　５名（定員を超えた場合は選考となります。）
● 費　用　１６，０００円程度（教材費、検定料。受講料は無料）
● 申込期間　５月７日（月）～５月１７日（木）（必着）
※対象となる方は、宮城県内のひとり親家庭の母、父または寡婦で、全日程受講できる方です。
※申し込み方法は、はがきまたはＦＡＸに講習名・住所・氏名・連絡先・託児の有無（年齢）
　を記入して下記問合先に申し込んでください。
● 問合先　（公財）宮城県母子福祉連合会　☎・FAX ２５６-６５１２
　　　　　 〒９８３-０８３２　仙台市宮城野区安養寺３-７-３

　身に覚えのない高額請求？！子どものオンラインゲーム利用料だった

詳しく知りたい、不安、に思われる方は相談員に相談してください。　
● 松島町消費生活相談窓口　　　　　
　 相談日時　毎週火曜日・金曜日午前９時～午後４時３０分
　 相談窓口　産業観光課産業振興班　消費生活相談窓口　☎３５４-５７０７
● 宮城県消費生活センター相談専用電話　☎２６１-５１６１
　 平日　午前９時～午後５時・土日：午前９時～午後４時（祝日・年末年始休み）
● 消費者ホットライン　☎１８８（「いやや」と覚えてください）
● 法テラス　☎０５７０-０７８３７４
● 警察相談専用電話「＃９１１０」

消 費  生  活  コ  ー  ナ  ー

　★クレジットカードの明細で、１５万円もの高額な請求があった。小学生の息子がオンラインゲームで「有料
コイン」を購入したらしい。先日、オンラインゲームの登録に７００円が必要と頼まれ、決済のために母親のク
レジット番号を入力した。その後、クレジットカード番号で有料アイテムをつぎつぎに購入したようだ。

　 　一言メモ

★ 一度入れたクレジット番号が有効のままになり、子どもが入力しなくてもオンラインゲームに課金ができてしまう。
★ 通信契約していないスマートフォンでも自宅やお店のWi-fi経由でインターネットにつながり、クレジット決済が出来る事もあります。
★ オンラインゲームは料金体系や決済方法が多様化しています。大人はオンラインゲームの仕組みについて理解しましょう。
★ ゲーム機のペアレンタルコントロール機能を使って使用の制限が出来ます。
★ ゲームの遊び方やルールについて子どもと話し合い、決めましょう。
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平成３０年度より国民健康保険税率等が変わります
　平成３０年度より国民健康保険は都道府県単位化され、県と市町村で共同運営いたします。

これに伴い、国民健康保険税の算定方式と税率を見直しました。

国保税の算定方式について

◎平成３０年度より国保税の算定方式が従来の 4方式から 3方式に変わります。

　資産割が撤廃され、所得割、均等割、平等割の 3つで計算されます。

● 問合先

・ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

○ 国民健康保険税のことについて

　 財務課税務班　　　　　　　☎３５４-５７０３

○ 保険証のことや医療費のことについて

 　町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５

◎平成３０年度より国保税の税率が下表のとおり変わります。

　資産割が撤廃されたことに伴い、所得割、均等割、平等割それぞれの税率が変更されます。

● 平成２９年度まで

● 平成３０年度から

医療給付費分 
後期高齢者支援金分 
介護納付金分 

６.５０%
２.００%
１.５０%

２８.００%
１２.００%
１０.９０%

２２,０００円
８,７００円
９,３００円

２４,０００円
７,０００円
５,２００円

平等割額均等割額資産割額所得割額

区　　分 世帯の被保険者の
総所得額×税率

世帯の被保険者の
固定資産税額×税率

世帯の被保険者数
×一定額 世帯ごとに一定額

医療給付費分 
後期高齢者支援金分 
介護納付金分 

６.６０%
２.４０%
２.４０%

２２,７００円
８,４００円
９,６００円

１８,０００円
６,４００円
５,０００円

平等割額均等割額資産割額所得割額

区　　分 世帯の被保険者の
総所得額×税率

世帯の被保険者の
固定資産税額×税率

世帯の被保険者数
×一定額 世帯ごとに一定額

　これらが反映された改正後の税率は、７月中旬に発送する納税通知書（本算定賦課）より反

映されます。
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みなさんへ

小学生・中学生へ

・児童館の遊具・おもちゃ・本は、みんなで使う
  ものです。壊れないように丁寧に使いましょう。
・お菓子のごみやペットボトルは必ず持って帰って
　ください。
・昼食は児童館に持参して 12時から食べること
  ができます。遊戯室は飲食できません。

希望園に行ってみよう会
　お子さんの成長・発達で心配なことはありませ
んか？「希望園に行ってみよう会」は、希望園が
どんな場所かを見学して、遊びながら体感して頂
けるものです。「同世代の子より言葉が遅い」「視
線が合わない」など心配な時は、ご相談ください。
毎月１～２回開催しています。児童館（子育て支
援センター）にお申込みください。

松島町
こども支援班
FaceBook！

フォロー・いいね！お願いします。

松島町児童館　（子育て支援センター）
〒９８１-０２１２　松島町磯崎字浜１の２
☎３５４－６８８８　ＦＡＸ：３５５－１０２２
ホームページ　http:/www.town.miyagi-matsushima.lg.jp/
開館時間：月曜日～土曜日　　午前９時～午後７時
休館日：日曜日・祝日・年末年始

子育て支援

  

親子ヨガ教室

　親子で体を動かしてリフレッシュ
しましょう！参加は無料です。
　ぜひお申し込みください♪

松島町の児童館とは
　松島町の児童館は、「子育て支援センター」と
「児童館」と「留守家庭児童学級」が一緒になっ
た施設です。松島町では、年間約７０人の赤ち
ゃんが誕生しています。子どもの数は年々減少
していますが、乳児・幼児・小学生・中学生・
高校生、１８歳未満の松島町全ての子どもの健
全な成長を促せるよう機能していきたいと考え
ています。地域みんなで子どもに優しい町にし
ていきましょう！

子育て支援センター
イベント

・おうちの人に行き先や帰る時間を伝えましょう。
・児童館入館証を持ってきてね。
・児童館に入ったら途中で買い物に行けません。
  児童館に来る前に準備してきてください。
・お金やゲーム・おもちゃなどは持ってこないで
  ください。
  児童館にあるおもちゃで遊びましょう。

↓POKEMON with YOU ワゴンがやってきました！

最近の児童館こんなことをしたよ！

お兄さん、お姉さんと一緒にバドミントンをしたよ！↑

児 童 館
コ ラ ム

おやくそく

おや　こ きょう しつ

(０,１歳児対象 )参加親子募集！

今月から「広報まつしま」の中に仲間入りしました！
みなさん児童館に遊びに来てくださいね！

☆大きい子が小さい子を可愛がったり、
　　　　優しく一緒に遊ぶことができる。
☆地域の大人や親も交流できる場となる。
☆ルールを守りながら利用し、みんなが
　　　　　心地よく過ごすことができる。

日　　時

対 象 者

参 加 費

募集開始

場　　所

持 ち 物

平成３０年５月２５日 (金 )
午前１０時～午前１１時
(午前９時４５分受付 )

首が座った０歳児・１歳児の親子１５組

無　料

大きめのバスタオル
水分補給用の飲み物など

５月７日 (月 ) から受け付け開始

松島町児童館
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子育て支援
センター

あそびの広場

未就学親子対象
月～土曜日　午前９時～

親子で児童館を利用できます。お友達の親子と一
緒におもちゃや館庭などで遊んでいただけます。
お友達づくりのきっかけの場所にもなり、小中学
校がお休みの日は、お兄さん、お姉さんと一緒に
遊ぶこともできます。(保護者同伴 )

２０１８年　子育て支援センター

【 ５月のカレンダー 】

♪ ↑カレンダーのイベントが入っている日も、常時児童館は開館しています。いつでも遊びに来てください。
♪ 土曜日は、赤ちゃんや小さいお子さんから小・中学生まで一緒に遊ぶ空間になります。
♪ 職員が随時清掃を行ったり、おもちゃの整理をしたりすることがあります。ご協力をお願いします。

松島町　児童館だより 

　７ 月

１４ 月

２１ 月

２８ 月

　１ 火

　８ 火

１５ 火

２２ 火

２９ 火

　２ 水

　９ 水

１６ 水

２３ 水

３０ 水

　３ 木

１０ 木

１７ 木

２４ 木

３１ 木

　４ 金

１１ 金

１８ 金

２５ 金

　５ 土

１２ 土

１９ 土

２６ 土

　６ 日

１３ 日

２０ 日

２７ 日

「松島町ホームページ」「子育て支援サイト」
も見てね！なかよし教室

(登録者対象 )
午前１０時３０分

希望園に行って
みよう会

◆要予約午前１０時

読み聞かせの会
(登録者対象 )
午前１０時３０分

リズム遊びの会
(登録者対象 )
午前１０時３０分

親子ヨガ教室
◆要予約 午前１０時

お休み

お休み

お休み

お休みこどもの日
お休み

みどりの日
お休み

憲法記念日
お休み

二幼振替休日

２歳児歯っぴー健診 ３～４か月健診

分園引渡し訓練

二幼引渡し訓練小学校振替休業日

小学校運動会

児 童 館

自  由  来  館

小中学生・高校生対象
月～土曜日　午前９時～

小学生から子どもだけで児童館に来館できます！
お友達と宿題をしたり、児童館にあるおもちゃや
館庭で遊んだり、本を読むことができます。
小学生：夏季　４月～１０月 (午後５時まで )
　　　　冬季１１月～　３月 (午後４時３０分まで )
　　　　　　　冬休み期間中 (午後４時まで )
中学生：午後６時まで　高校生：午後７時まで
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松島町障がい者計画 (第３期 )・松島町障がい福祉計画 (第５期 )
・松島町障がい児福祉計画 (第１期 )について

　町では、松島町障がい者計画 (第３期 )・松島町障がい福祉計画 (第５期 )・松島町障がい児福祉計画
(第１期 )を策定しました。

　障がいのある人もない人も互いに交流し、誰もが安心して暮らせる地域社会づくりを目指して取り組
んでまいります。そして基本理念の実現に向け、以下の３つの基本目標を掲げています。

５月１２日は民生委員・児童委員の日です
　５月１２日（土）から５月１８日（金）までは民生委員活動強化週間です。
● 民生委員・児童委員とは　　　
　 地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。担当区域において高齢者
　 や障がいのある方の安否確認や見守り、子どもたちへの声かけなどを行っています。医療や介護の
　 悩み、失業や経済的困窮による生活上の心配ごとなど、さまざまな相談に応じます。松島町では３
　 ７人の方が厚生労働大臣から委嘱されています。
● 主任児童委員とは
　 子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員・児童委員で、担当区域をもたず、民生委
　 員・児童委員と連携しながら子育ての支援や児童健全育成活動などに取り組んでいます。松島町で
　 は２人の方が厚生労働大臣から委嘱されています。

全国一斉人権なんでも相談所

　さまざまな機会を通して障がいに対する正しい知識の普及や理解を深めるとともに、障がいを理由と
する差別や社会的障壁をなくし、誰もが持つ権利が侵されることのないよう地域共生社会の実現に向け
た取り組み体制を構築し、お互いを思いやり、ともに支えあうまちづくりを目指します。

　障がいの特性や心身の状況、生活環境など一人一人の状況にあったきめ細かな相談支援とサービス提
供が受けられる体制の強化を図るとともに、地域全体で見守る体制づくりと社会基盤の整備を推進し、
障がい者およびその家族等が安心して暮らし続けることができるまちづくりを目指します。

基本理念　ともに支え合い、誰もが安心して自分らしく暮らせるまちづくり

基本目標１　お互いを思いやり、ともに支えあうまち

基本目標２　地域で安心して暮らし続けることができるまち

　一人一人が持つ個性と能力を伸ばし、地域社会で最大限発揮できるよう障がいの特性に応じた教育の
充実および就労・社会参加に向けた支援により、意欲と生きがいを持ち、自分らしく心豊かに暮らして
いくことができるまちづくりを目指します。
　なお、計画内容については、町のホームページに掲載するほか、役場町民福祉課窓口にて閲覧できます。
● 問合先　町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６

基本目標３　生きがいに満ち、自分らしく暮らせるまち

　様々なトラブルや、人権に関する相談について、人権擁護委員が相談に応じます。ぜひ、この機会
にご相談ください。
※当日は、行政相談委員・消費生活相談員も相談に応じます。
● 日　時　６月５日（火）午前１０時～午後５時（相談受付は午後４時まで）
● 場　所　松島町役場会議室
● 問合先　町民福祉課福祉班　☎３５４-５７０６
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平成３０年度障害者検診開催のお知らせ
障害者検診とは？
　身体機能（筋力、関節の動き、歩行速度など）を評価し、身体状況に関するお悩みに対して、リハビリテーシ
ョン科専門医、リハビリテーション専門職などがアドバイスを行います。
● 対象者
　 １．県内で在宅生活をしている方
　 ２．身体障害者手帳（肢体不自由）を所持している１８歳以上の方
 　３．宮城県リハビリテーション支援センターおよび他病院・施設で継続的なリハビリを受けていない方
　 ４．上記以外で宮城県リハビリテーションセンター医師が必要と認めた方
● 実施期間　５月～１２月　月２回
● 会　場　まなウエルみやぎ（宮城県リハビリテーション支援センター）
　　　　　 宮城県名取市美田園２丁目１番地の４
● 費　用　無料（※診療を希望された場合は有料での対応になります。）
● 問合先　宮城県リハビリテーション支援センタークリニック班　☎７８４-３５９２

温水プール「美遊」からのお知らせ
　こどもの日は温水プール美遊で思いっきり遊ぼう！
　町内在住の子供たちへ温水プールを無料開放します。
● 日　時　５月５日（土）午前１０時～午後６時
● 対　象　高校生以下（通常２００円が無料になります） ※親子でご利用の場合は、無料になる対象はお子様に限ります。
● 問合先　温水プール美遊　☎３５３-８５２５（指定管理者　セントラルスポーツ株式会社）

平成３０年度松島町「小学校入学祝金」について

ファミリー・サポート・センター会員募集について
　町では、ファミリー・サポート・センター事業を実施しています。ファミリー・サポート・センターは子育て
のお手伝いをして欲しい方（依頼会員）と子育てのお手伝いができる方（協力会員）が会員登録し、子育てをサ
ポートする事業です。
　保育所や留守家庭児童学級の送迎、急用時の子どもの預かりなどでご利用できます。依頼会員、協力会員、ど
ちらも募集しています。登録方法など詳しいことについては下記までお問い合わせください。
● 利用料金（活動報酬）

● 問合先　ファミリー・サポート・センター事務局
 　　　　　（松島町児童館内）　　　　☎３５４-６８８８
　　　　　 町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８

区　　　分 報酬基準額（１人当たり）
午前７時～午後７時

午後７時～午後９時

午前７時～午後９時

 

平　日
（月曜～金曜）

土曜・日曜・祝日
および年末年始

１時間６００円

１時間７００円

１時間７００円

　松島町では、「小学校入学準備支援事業」として、第３子以降のお子さんが小学校に入学する際に「小学校入学
祝金」を支給します。
● 対象者　　扶養する３番目以降の子の保護者（ただし上の子が独立している場合は数えません）
● 基準日　　平成３０年５月１日
● 支給金額　３万円
● 提出書類　松島町小学校入学祝金支給申請書（小学校を通じて配布済みです）
　　　　　　 通帳またはキャッシュカードの写し
　　　　　　 戸籍謄本（必要な場合）
　　　　　　 ※上記以外にも確認のため書類の提出をお願いする場合があります。
● 申請期間　５月１日（火）～５月１５日（火）
● 申込先　　松島町役場１階　町民福祉課こども支援班　☎３５４-５７９８
※提出して頂いた書類を基に支給の基準を満たしているか判定し、後日、決定通知書または却下通知書を送付致します。
※詳細につきましては、申込先まで連絡をお願い致します。
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　町では、脳血管疾患等の早期発見を目的に、頭部ＭＲＩ検査を含む脳検診を

受けた方に対して１０，０００円を上限として費用の一部助成を実施します。

（健康保険証を使って検査を受けた方や、職場健診で脳検診を受けた方は、助

成の対象にはなりません。）

脳検診費用助成のお知らせ（助成上限額１０，０００円）

　毎月１回、松島町認知症地域支援推進員によ

る認知症相談を実施しています。認知症の不安

がある方、認知症の方の介護で悩んでいる方な

ど、お気軽にご相談ください。相談をご希望の

方は、事前に下記までお電話ください。

● 日　時　６月１日（金）午前１０時～正午

● 場　所　高城字町５３

 　　　　　SaKuRa（さくら）カフェ

● 問合先　健康長寿課高齢者支援班

　 ☎３５５-０６７７（保健福祉センターどんぐり内）

　　　　　

～認知症相談をご利用ください～
　松島町３つ目の「認知症カフェ」を海岸地区

で月２回開催しています。認知症の方やご家族

の方、高齢者の方なら誰でも参加できます。

● 日　時　毎月第１金曜日と第３金曜日

 　　　　　午後１時３０分～午後３時

● 場　所　松島町松島字町内１２７かこまち会館１階

● 内　容　専門職のお話し、歌など色々な企画を準備しています

● 参加費　お茶代として１人１００円

● 問合先　☎３５３-３３０９

　 　　　　ひまわり会（松島医療生協呼出）

認知症カフェ開催しています

平成３１年３月３１日を基準日として平成３０年度に次の年齢に該当する方
　４０歳　（昭和５３年４月１日～昭和５４年３月３１日）

　４５歳　（昭和４８年４月１日～昭和４９年３月３１日）

　５０歳　（昭和４３年４月１日～昭和４４年３月３１日）

　５５歳　（昭和３８年４月１日～昭和３９年３月３１日）

　６０歳　（昭和３３年４月１日～昭和３４年３月３１日）

　６５歳　（昭和２８年４月１日～昭和２９年３月３１日）

　７０歳　（昭和２３年４月１日～昭和２４年３月３１日）

　７５歳　（昭和１８年４月１日～昭和１９年３月３１日）

※脳血管疾患治療中の方やペースメーカー着用の方など、ＭＲＩ検査が受けられ

　ない場合があります。

５月７日（月）～１０月３１日（水）健康長寿課健康づくり班（保健福祉センタ

ーどんぐり内）の窓口または電話にてお申し込みください。

☎３５５-０７０３

脳検診が受診できる医療機関に各自予約して受診してください。

６月１日（金）～平成３１年３月２９日（金）

各自、検診を受けた後に健康づくり班へ助成の申請をしてください。

（受診者の指定口座へ助成金が振り込まれます）

頭部ＭＲＩ検査（脳検診）費用は２万円前後です。

対　　象　　者

申込み期間・方法

受　診　方　法

検診受診・助成申請期間

備　　　考
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ノルディックウォーキング教室　参加者募集
～ノルディックウォーキングとは～
　２本のポールを使うことで全身運動となり、持久力の向上、上半身や下半身の筋力強化、首や肩の
動きと血行を良くします。通常のウォーキングに比べ、膝・腰などへの負担が和らぐほか、エネルギ
ー消費量が平均 20％程度上昇します。また、継続することにより、心肺機能の強化や血液の循環が
活性化し、糖尿病や高血圧といった生活習慣病予防にも効果があります。
● 日　時

「ふれあいの湯利用者登録にご協力をお願いします
　保健福祉センターのふれあいの湯を安全・安心にご利用いただくため、平成３０年４月から６０歳
以上の方に利用者登録をしていただくことになりました。
　登録のない方については、免許証や健康保険証など、氏名・年齢・住所のわかるものを毎回受付で
提示していただき、併せて受付名簿に必要事項のご記入をしていただくことになります。ご協力をお
願いいたします。
● 問合先　健康長寿課高齢者支援班　☎３５５-０６６６

介護支援専門員実務研修
受講試験が実施されます
● 試験日　１０月１４日（日）
● 試験会場　仙台市内
● 申込受付期間・試験案内配布期間
　 ６月１日（金）～６月２９日（金）
● 試験案内
 　各市区町村県・保健福祉事務所・支所、
　 県庁１階総合案内で配布
● 問合先
　 宮城県社会福祉協議会研修課
　 ☎０２２-２１６-５３８２
　 宮城県長寿社会政策課
　 ☎０２２-２１１-２５５４

介護者交流会のお知らせ
　現在、介護をしている方を対象に、介護者交流会を

開催しています。同じ経験をしている方が集まること

で、新しい情報を得ることができ、リフレッシュにつ

ながります。ちょっと息抜きしてみませんか。

● 日　時　５月２２日（火）午前１０時～午後１時

● 場　所　松島町保健福祉センターどんぐり

● 内　容　介護についての情報交換、昼食懇談会

● 参加費　３００円

● 申込み　松島町地域包括支援センター

　 　　　　☎３５４-６５２５

● 内　容　ストレッチ、ノルディックウォーキング（保健福祉センター周辺）
　　　　　 初回は歩き方や姿勢など、ノルディックウォーキングの基本を含んだ講習会とします。
　　　　　 ポールは貸し出しいたしますので、お持ちでない方は申し込みの際にお伝えください。
　　　　　 ＊雨天時は、屋内のプログラムになります。
● 講　師　 NPO法人 日本ノルディックフィットネス協会（JNFA）インストラクター
● その他　・動きやすい服装でおいでください。
 　　　　　・水分補給のための飲み物（水・お茶など）を持参してください。
　　　　 　・おおむね３ｋｍ以上、自分で歩ける方が対象となります。
　　　　　 腰痛や膝の痛み・心臓病などで治療中の方は、主治医と相談のうえ、ご参加ください。
● 申込先　健康長寿課健康づくり班　☎３５５-０７０３

日　　時

５月２８日（月）

集合場所

保健福祉センター

時　　間

午前１０時～正午

申し込み期限

５月２１日（月）
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「松島病院 糖尿病研修会」
－講話「糖尿病と運動療法の関わり」－

講師　松島病院
　　　　　 院長  糖尿病専門医　丹野尚
　 　　　　理学療法士　土生田英治
　最近、運動不足と感じることはありま
せんか？
　運動と言われると外に出て体を動かす
イメージがあります。
今回は、自宅で出来る手軽な運動をご紹
介します。興味のある方はぜひご参加く
ださい。
● 日　時　５月３１日（木）
 　　　　　午後２時３０分～午後３時３０分
　　　　　（受付午後２時２０分～）
● 場　所　松島病院１階会議室
● 参加費　無料
● 問合先　松島病院　内科外来  
　 　　　　☎３５４-５８１１

● 内　容　ネット検索で解決の糸口を見つけた体験談
● 日　時　６月９日（土）
 　午前１０時３０分～午前１１時３０分
● 対　象　実家の片づけに関心のある方
● 定　員　５名
● 場　所　勤労青少年ホーム・講座室
● 料　金　５００円
　　　　　（当日お支払いください）
※おつりの出ないようにお願いします。
● 連絡先　赤間美和子
　 ☎０８０-４５１６-１５８５
　 ※お申し込みは６月２日（土）まで

パソコン月１講座

　落ち着きや姿勢、相手を理解すること
を学べます。
　女性指導員が体力に合わせ指導します。
● 場　所　華園集会所（高城保育所そば）
● 時　間　土曜午後１時３０分～午後２時３０分
● 対象年齢　５歳以上　
　 　　　　　※親子でも参加できます。
● 連絡先　竹田　さおり
 　　　　　☎７６７-８０２４

合氣道無料体験！

東北歴史博物館　催事情報

ウォーキングサークル
「松島ウォーキングサークル会」ができました！
根廻の菜の花をたずねて歩きましょう！

● 日　時　５月１４日（月）
　 　　　　午前１０時　雨天中止
● 場　所　保健福祉センターどんぐり
● その他　参加費無料
　 ☎３５３-２１１７　担当　土井

　乙種第４類の受験者を対象に危険物取
扱者試験準備講習会を開催します。
● 日　時　６月６日（水）
 　　　　　午前９時～午後４時３０分
● 場　所　塩釜商工会議所
● 受付期間　５月２１日（月）～６月１日（金）
● 受講定員　５０人
　（定員に達したら締め切ります）
● 申込場所　塩釜地区管内の各消防署
● 料　金　２,２００円
　（テキスト代・申込時にお支払いください）
● 問合先
　 事務局　塩釜地区防災安全協会
　 ☎３６１-１６１９
　 松島消防署　☎３５４-４２２６

危険物取扱者試験準備講習会の開催

　違反対象物の公表制度とは、建物の利
用者自らがその危険性に関する情報を入
手し、建物を利用する際の選択・判断が
できるよう、消防機関が重大な消防法令
違反を確認した場合、違反内容などをホ
ームページで公表する制度です。塩釜地
区管内では、平成３０年４月１日から制
度が開始されています。
　公表の対象となる建物は、旅館や規模
の大きな飲食店、百貨店などの不特定多
数の方が利用する建物や、病院・福祉施
設などの自力で避難をすることが難しい
方が利用する建物です。公表する内容は、
建物の名称、建物の所在地および法令違
反の内容です。
● 問合先　消防本部予防課保安係
　 　　　　☎３６１-１６１６
　　　　　 松島消防署
　 　　　　☎３５４-４２２６

　　　　

違反対象物の公表制度が始まりました！

伝言板

東日本大震災復興祈念特別展「東大寺と東北－復興を支えた人々の祈り－」
● 期　間　４月２８日（土）～６月２４日（日）

● 場　所　当館１階特別展示室

● 料　金　一般１，５００円　シルバー１，３００円　小・中・高校生６００円

特別展講演会「鎮護国家と東大寺」講師・堀裕氏（東北大学大学院准教授）
● 日　時　５月１３日（日）午後１時３０分～午後３時

● 場　所　当館３階講堂

● その他　当日先着順２８０人まで（本展の観覧券が必要です）

特別展講演会「東大寺の彫像－鎌倉復興期の作例を中心に－」
岩田茂樹氏（奈良国立博物館上席研究員）
● 日　時　５月２７日（日）午後１時３０分～午後３時

● 場　所　当館３階講堂

● その他　当日先着順２８０人まで（本展の観覧券が必要です）

特別展関連行事「写経体験」
● 日　時　５月２０日（日）午後１時３０分～午後３時

● 場　所　当館１階研修室

● その他　参加費１,５００円（写経セット実費代）、当日先着４０人まで

 　　　　　（本展の観覧券が必要です）

民話を聞く会
● 日　時　５月２０日（日）午前１１時、午後１時３０分の２回

● 場　所　当館今野家住宅

● その他　参加無料

基本情報
● 常設展観覧料　一般４６０円　高校生以下無料

● 閉館日　毎週月曜日（祝・休日の場合は翌平日）

● 問合先　東北歴史博物館　情報サービス班　☎３６８-０１０６

● その他　駐車場はありませんので、各
 　公共交通機関をご利用ください。
　 平成３０年度第１回の危険物取扱者
 　試験に伴い実施します。



健康ランド
　５月７日（月）、２１日（月）母子健康手帳の交付
受付　午前９時３０分～午前１１時
※上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
※マイナンバー制度の開始により、マイナンバーが確認でき
る書類と、運転免許証などの身元確認書類をご持参ください。

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）

　自立支援医療費（精神通院）・精神保健福祉手帳の申請につ
いて、お手続き（新規・更新）に来られる方は、事前にご連絡
ください。
※マイナンバー制度の開始により、マイナンバーが確認できる
書類と、運転免許証などの身元確認書類をご持参ください。
● 問合先　健康長寿課健康づくり班　　☎３５５-０７０３

自立支援医療費（精神通院）・精神保健福祉手帳の申請について

 

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
　   ～赤ちゃんから成人の方どなたでも～
５月７日（月）、２１日（月）　午前１０時～正午
ご家庭のみそ汁の塩分チェックもできます。詳しくは、お問
い合わせください。

乳幼児健診（保健福祉センターどんぐり）
５月１１日（金）３～４か月児健診
　　　　対象：平成２９年１２月３日～平成３０年２月１１日生
　　　　受付：午後０時３０分～午後０時４５分
５月　９日（水）２歳児歯っぴー健診（２歳児歯科健診）
　　　　対象：平成２８年４月～平成２８年６月生
　　　　受付：午後０時３０分～午後０時４５分

E-Style クラブサポート（保健福祉センターどんぐり）
● 日　時：毎週木曜日（５月１０日・１７日・２４日・３１日）予約制
● 場　所：保健福祉センターどんぐり

　特定不妊治療（体外受精または顕微授精）を受けら
れたご夫婦の経済的負担を減らすため、治療費の一部
助成を行っています。助成を希望される方は健康長寿
課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）まで申
請してください。

特定不妊治療助成事業のお知らせ

～元気の秘訣お伝えします～　
　今回は、高城にお住まいの櫻井安子さんにお話をうかが
いました。
　櫻井さんは１７年前に大病を患い、当時は悲しく辛い日
々でしたが、自分の病気と向き合うことができ、「私は生
かされた、明るく暮らそう」と前向きな思いになったそう
です。それから今日まで陶芸やお雛様の制作、水泳など積
極的に取り組んでいらっしゃいます。櫻井さんの生き方に
共感する方々も多く、いつも周りに人が集まり笑い声が絶
えない様子でした。
　櫻井さんは２月から３月までの約１か月間、大衡村ふる
さと美術館で「陶芸お雛様展」を開催し、お地蔵さんづく
りのワークショップでは大変好評を得たそうです。松島町
でも展示会やワークショップを
開く機会があれば、出展してい
ただけるとのことでした。
　常に素敵な作品を創造し、い
きいきとしたライフスタイルを
送る櫻井さんから、たくさんの
勇気と元気をいただきました。

ご夫婦またはご夫婦のいずれかが町内に住所を有し、“宮城県不妊に
悩む方への特定治療支援事業”の承認決定を受けていること。
治療期間および申請日に松島町に住所を有する方が対象となります。

平成３０年４月１日以後に行った特定不妊治療（体外受精または顕
微授精）で、宮城県知事が指定した医療機関で行われた治療
１回の治療が終了したら、平成３０年度内（平成３１年３月３０日
まで）に申請してください。

● 助成額　治療１回あたり１０万円が上限
　 　　　　※一部の治療については５万円が上限
 　　　　　支払った治療費から県の助成額を除いた私費分が対象とな
　 　　　　ります。他市町から助成を受けた場合は対象になりません。
● 助成回数　年間２回まで
 　　　　　　治療開始時の妻の年齢が４０歳未満（通算６回まで）
　 　　　　　　　　　　　４０歳以上４３歳未満（通算３回まで）

助成を受けることができる人

助成対象となる治療

助成内容

● 治療後に、下記の書類を添えて申請してください。　
 　①松島町特定不妊治療助成事業申請書
 　②宮城県不妊に悩む方への特定治療支援事業承認決定通知書の写し
 　③宮城県不妊に悩む方への特定治療支援事業受診など証明書の写し
　 　および本治療に要した費用の領収書の写し
 　④夫婦であることが確認できる書類（戸籍謄本）
 　⑤申請者およびその配偶者の住所が確認できる書類（住民票）
 　※申請時に印鑑と銀行口座（本人名義）がわかるものをご持参ください。
 　※④、⑤については、ご夫婦とも町内に住所がある場合は省略できます。

申請方法

問合せ・助成申請窓口

健康長寿課健康づくり班
（松島町保健福祉センターどんぐり）　　
☎３５５-０７０３
※詳細につきましては、保健福
祉センターまでお問い合わせく
ださい。

今月のピカピカ賞
　４月６日の３歳６か月児健診で、むし歯のなかったお子さん
を紹介します。

尾形　野乃果ちゃん（本郷）

丹野　敬太くん（初原）

澁谷　瞭仁くん（高城）

木村　一沙くん（磯崎）

伊賀　広大くん（初原）

鈴木　　紬くん（本郷）

赤間　奏斗くん（磯崎）

さ  とう      　 ゆ    ま

すず  き      　       あさひ

ひら やま              ほたる

うえ まつ        ゆう じん

植松　勇仁くん（本郷）

平山　　蛍くん（磯崎）　　

鈴木　　旭くん（高城）　

佐藤　結茉ちゃん（磯崎）　　

赤間　優麻ちゃん（初原）　　　

土井　陽太くん（高城）　　　　

田村　　駿くん（高城）　　　　　
★お口の輝いている子どもたちの笑顔は、何にも勝る宝物で
す。これからも良い食習慣と歯みがきを続けて、きれいな歯
を守りましょう！

あか   ま            ゆ    ま

ど    い　       ひな   た

たむ   ら　            しゅん

お  がた          の    の     か

たん  の          けい   た

しぶ  や          あき ひと

きむ   ら          いっ   さ

い    が          こう だい

すず  き                つむぎ

あか   ま          かな   と

※「宮城県不妊に悩む方への特定不妊治療支援事業」で1回の治療につ
き、１５万円（初回のみ３０万円）まで助成されます。詳細につきまし
ては、塩釜保健所（☎３６３-５５０７）にお問い合わせください。

不妊に関する悩み等の相談を
ご利用ください

不妊・不育専門相談センター
☎７２８-５２２５（東北大学病院内）
毎週木曜日　午後３時～午後５時
電話予約の上、面接相談にも応じます
※年末年始、祝日を除く次回は高城にお住いの髙橋清一さんをご紹介します。
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町の人口 (平成30年4月１日現在：住民基本台帳)

男 6,971人(－17人)　     人口14,366人(－54人)
女 7,395人(－37人)　      5,652　世帯(＋3世帯)
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平成２９年５月生まれ

● 問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２

町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える
赤ちゃんを紹介します。お申込みお待ちしています！

　５月は、「固定資産税・都市計画税」、「軽自動車税」の
納税通知書が発送されます。
　納期限は５月３１日（木）です。
　税金は、金融機関並びにコンビニエンスストア、郵便局
でも納付できます。
● 問合先
　・税金の内容については財務課税務班
　　☎３５４-５７０３
　・納税の相談については財務課特別滞納整理室
　　☎３５４-５９１３

財務課からのお知らせ

　住民の皆さんの利便性を図るため、各種

証明書の発行、公金の収納業務について、

毎週月曜日は午後７時まで窓口業務を延長

しています。

（月曜日が祝祭日の場合は翌日になります）

毎週月曜日は各種証明書の
発行・公金の収納の窓口業務を
午後７時まで延長しています

みんなの食のリレー

いし がみ        ひ   な   た

平成２９年５月４日生まれ
次男（高城）

誕生日はスターウォーズ・デー！

髙橋　檀天くん
たか はし      だん  て

平成２９年５月２３日生まれ
長男（磯崎）

元気いっぱい！苺が大好きです。

あか さか       み   ほ   の       

平成２９年５月３日生まれ
長女（高城）

赤坂　実穂乃ちゃん

元気いっぱいで明るい実穂乃ちゃんです☆

石上　日奈太くん

髙橋　牧子さん（上竹谷）

　今回は上竹谷にお住まいの髙橋牧子さんに、松島名産のたけのこを使った「たけのこ
の土佐煮」を教えていただきました。生のたけのこが出回るこの時期に旬の味をお楽し
みください。

● 問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センター内）　☎３５５-０７０３

（つくり方）
①生のたけのこは茹でて、水にさらしておく。
②鍋にそぎ切りにしたたけのこ、なまり節を入れ、材料がかぶるくらいの水を
　入れて、火にかけ、一煮立ちさせる。
③ ②が一煮立ちしたら、調味料を加え、様子を見ながら中火で３０分ほど煮る。
④ ③の味を整え、器に盛る。好みで針生姜や山椒の葉を添える。

あく抜きの仕方　　材料：米ぬか、水（１：１０）
①かたい皮を２～３枚はがし、穂先５～６ｃｍ斜めに切り落とす。縦に２～３ｃｍ深さの
　切れ目を入れる。
②鍋にたけのこを入れ、たけのこがかぶる位の水と米ぬかを加え、浮き上がらないように
　平皿などで重石をし、４０～６０分茹でる。

☆鰹のなまり節が手に入らないときは、削り節でも代用可能です。削り節はフライ
パンで煎って粗く砕き、たけのこを煮込み味が染みたところに最後に削り節を入れ
ひと混ぜして火を止めます。多めに入れるとおいしく仕上がります。

（材料：６人分）
茹でたけのこ…小１本（２００ｇ程度）
鰹のなまり節……………………１節
　　しょうゆ………………大さじ１
　　みりん…………………大さじ２
　　酒………………………大さじ１
　　砂糖……………………大さじ１


	校正P1.pdf
	校正P2
	校正P3
	校正P4
	校正P5
	校正P6
	校正P7
	校正P8
	校正P9
	校正P10
	校正P11
	校正P12
	校正P13
	校正P14
	校正P15
	校正P16
	校正P17
	校正P18
	校正P19
	校正P20
	校正P21
	校正P22
	校正P23
	校正P24
	校正P25
	校正P26
	校正P27
	校正P28
	校正P29
	校正P30
	校正P31
	校正P32
	校正P33
	校正P34
	校正P35
	校正P36

